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石

本

家

略

史

当
代
石
本
勝
之
丞
氏
の
令
甥
石
本
利
彦
氏
が
九
州
大
学
法
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
頃

同
氏
の
紹
介
で
わ
れ
わ
れ
は
石
本
家
に
参
上
し
同
家
所
蔵
の
古
文
書
類
を
一
見
す
る
こ

と
を
得
た
の
で
あ
っ
た
が
、
其
の
後
石
本
勝
之
丞
氏
石
本
平
八
郎
氏
の
御
厚
意
に
よ
り

の
当
主
は
四
世
平
八
郎
氏
で
あ
る

Q

し
も
じ
ま

熊
本
県
天
草
郡
御
領
村
は
、
天
草
下
島
の
東
北
隅
に
あ
り
、
東
は
海
を
隔
て
て
上
島

対
し
北
は
鬼
池
を
経
て
海
路
北
す
れ
ば
島
原
半
島
口
之
津
へ
叉
陸
路
海
岸
沿
い
に
西
す

れ
ば
富
岡
に
至
る
、
南
は
佐
伊
津
村
を
経
て
本
渡
町
に
達
す
る

Q

産
業
は
農
を
主
と
し

漁
を
従
と
す
る
。
石
本
家
は
御
領
村
の
旧
家
で
代
々
当
主
は
勝
之
丞
を
襲
名
し
、
隠
居

す
れ
ば
治
兵
衛
叉
は
平
兵
衛
と
称
し
た
。
御
領
村
石
本
家
は
本
家
の
外
分
家
が
あ
り
分

家
当
主
は
代
々
平
八
郎
を
称
し
た
。
現
在
本
家
の
当
主
は
十
世
勝
之
丞
氏
で
あ
り
分
家

ま

し

が

す赦

一
、
は

き

二
、
家

系

――-
、
初

期

四
、
高

木

代

官

五
、
特

権

的

営

業

六
、
佐
伊
津
村
移
住

七
、
苗
字
帯
刀
幕
府
勘
定
所
御
用
達

八
、
富

力

九
、
御

件

1
0
、
む

び

が

目

し

次

き
石

本

家

略

史

九
五

石
本
家
の
略
史
と
い
う
概
念
は
漠
然
と
し
て
ゐ
て
、
そ
の
取
扱
わ
る
べ
き
範
囲
を
限

定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
自
分
の
能
力
に
鑑
み
て
取
扱
う
問
題
を

二
つ
に
限
定
し
よ
う
と
思
う
。
第
一
は
石
本
家
の
家
系
で
あ
る
。
第
二
は
石
本
家
に
関

し
て
生
起
し
た
主
な
る
事
件
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
差
当
り
問
題
を
こ
の
二
点
に
限
定

し
た
い
と
思
う
。
同
家
の
経
営
に
関
し
て
は
他
の
諸
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
述
べ
る
と
こ
ろ
は
も
と
よ
り
わ
た
く
し
の
能
力
の
不
足
と
時
間

的
制
約
の
故
に
甚
だ
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
が
大
方
の
御
教
示
を

得
て
他
日
改
め
た
い
も
の
と
念
願
し
て
い
る

Q

石
本
氏
は
も
と
長
崎
の
町
人
の
出
で
、
寛
永
の
頃
肥
後
国
天
草
郡
御
領
村
に
移
住
し

百
姓
と
な
り
以
後
代
々
御
領
村
に
居
住
し
て
い
た

Q

長
崎
表
寸
志
方
願
書
、
下
書
、
御
年
寄
高
木
清
右
衛
門
殿
え
入
内
覧

あ
る
文
書
が
あ
る

Q

こ
れ
は
巳
年
九
月
に
御
領
村
百
姓
勝
之
丞
が
支
配
違
で
は
あ
る
が

先
祖
が
長
崎
出
身
で
あ
る
故
籾
千
俵
を
差
出
し
度
い
と
い
う
願
出
の
下
書
で
、
長
崎
の

石
本
庄
五
郎
、
石
本
幸
四
郎
の
奥
書
を
附
し
て
ゐ
る
。
文
中
祖
父
平
兵
衛
八
十
才
父
治

兵
衛
も
多
病
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
る
と
こ
の
勝
之
丞
は
五
世
で
あ
り
異
国
船
渡

家

系

に
課
せ
ら
れ
た
研
究
題
目
は
石
本
家
の
略
史
で
あ
る

Q

こ
れ
ら
の
大
量
の
古
文
書
は
大
部
分
九
州
文
化
史
研
究
所
の
所
蔵
に
帰
す
る
に
至
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
石
本
家
文
書
の
共
同
研
究
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し

吉

田

道

、
と
傍
書
に

也



ー
四
世

—
―
―
―
世

ー
ニ
批 一

世

石

_―プ i
ス

ー
フ

ー
ク

ィ
砿
河
原
村
松
山
本
蔵
室
）

四
代
後
室

ヱ
（
御
領
村
池
田
宮
助
後
室
」）

四
代
後
室

昆
原
城
下
村
屋
善
作
娘

御
領
村
小
山
礼
左
衛
門
娘

四
代
後
室

来
去

々
と
い
う
記
事
か
ら
見
て
巳
年
と
は
文
化
六
年
で
あ
ら
う
。

（

一

）

乍
恐
御
内
：
泰
願
候
口
上
書

一

私
元
祖
治
兵
術
儀
は
元
長
崎
平
戸
町
産
の
者
に
て
同
町
乙
名
石
本
幸
四
郎
先
祖
の
別
れ
に

て
寛
永
の
頃
天
草
郡
御
領
村
え
引
越
住
居
仕
百
姓
を
業
と
し
て
是
迄
安
穏
に
て
相
続
罷
在
候

釈
浄
円
居
士

ー
石
本
庄
左
衛
門
ー
ご
元

祖

璧

術

兄

一
釈
浄
心
居
士
歪
徳
元
年
五
月
十
四
日
卒
（
墓
碑
宝
永
八
年
ト
ア
リ
）
）

！

石

本

沿

兵

衛

ー

釈
教
専
居
士
ー
御
領
村
野
口
平
左
衛
門
長
男
幼
名
平
八
郎
第
一
枇
治
兵
衛
ー
—

養
嗣
子
明
和
八
年
一
月
廿
二
日
卒
旧
十
二
月
十
八
日

一
ー
石
本
治
兵
衛
ー
―ー一ー

生

母

釈

妙

秀

大

姉

ー

ン
（
池
田
庄
吉
室
）

九十一――

ナ
（
御
領
村
山
崎
新
右
衛
門
室
）

ー
女
名
不
詳
（
嶋
子
村
宮
崎
清
之
枢
室
）

ー
女
名
不
詳
（
佐
伊
邪
村
伴
七
（
註
不
詳
）
舟
）

本
賀
院
釈
良
裳
居
士
ー
幼
名
兼
次
郎
隠
居
称
治
兵
術
文
化
十
一

／廿
一
月
十
五
日
卒

ー

石

本

勝

之

函

！

＇’

―ー
生
母
御
領
村
金
子
四
郎
兵
衛
女
―
―
―
代
室

［
ジ
ュ

ー

ミ

ラ
（
御
領
村
池
田
永
蔵
室
）

ジ
（
御
領
村
野
口
実
平
室
）

繁

宝

貞

昌

大

姉

玉

顔

妙

照

大

姉

浄
行
院
釈
順
信
大
姉

四

代

室

釈

蓮

月

大

姉

釈
誓
集
大
姉

ン
（
御
領
村
井
上
文
治
衛
門
室
）

奉
彼
院
釈
教
春
居
士
ー
幼
名
三
郎

ー
石
本
勝
之
巫

ー
行
年

生
母
旧
一
町
田
村

隠
居
称
平
兵
術

文
化
十
一

什
十
一
月
廿
三
日
卒
旧
十
月
十
二
日

野
田
談
右
衛
門
次
女
二
代
室
釈
妙
英
大
姉
ー

ー
ジ

ユ

不
詳

二
代
実
偲
野
口
兵
左
衛
門
室

本

5
‘
 

公
の

大

庄

屋

元
緑
二
己
巳
旧
十
一
月
二
十
四
日
)

元
祗
二
什
一
月
四
日
卒

0

石

本

家

略

史，

系

譜

略

元
祖

こ
の
文
害
の
冒
頭
に

御
領
村
金
子
庄
兵
衛
長
女

長
岡
天
錫
長
女

旧
一
月
二
十
四
日

行
年
五
十
四
ー

二
氏
室
釈
妙
英
大
姉
野
田
談
右
衛
門
次
女

二
伐
狡
室
釈
宝
妙
和
大
姉
談
右
術
門
長
女

治

兵

術

室

釈
妙
甫
大
姉

享
保
十
―
―
―
年
十
二
月
十
一
日
卒

新
一
月
十
日
当
ル

儀
は
全
御
上
御
恩
沢
の
余
光
に
て
家
産
取
立
数
代
相
続
仕
候
儀
に
御
座
侯
云
云

と
あ
り
、
長
峰
よ
り
天
草
へ
移
住
し
て
百
姓
と
な
っ
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

石
本
家
に
つ
い
て
同
家
の
系
譜
を
た
ず
ね
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

九
六



石
,'
十
枇

！
八
枇

七
批

ー
九
枇

ー
六
世

ー
五
世

本

家

略

ー
石
本
膀
之
函

ー

サ

ヤ

カ

ー
降

作

史

行
年
四）

（
明
治
二
十
六
年
五
月
家
督
相
続
明
治
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
卒
行
年
十
九

ー
男

ー
男

ュ
ン

（御
領
村
山
崎
幾
之
返
室

光
範
院
如
来
規
照
居
士
—
幼
名
胤
治

一
ー
天
保
十
四
年
四
月
廿
七
日
卒

ー
石
本
勝
之
返

西
遊
院
釈
入
音
真
寿
大
姉

ー

ツ

ェ

（

為

御

領

村

金

子

光

之

巫

室

後

離

縁

復

藉

）

（文
化
七
庚
午
歳
正
月
分
家
）

ー

石

本

庸

男

（
長
崎
森
郊
之
助

後
日
宿
老
役
勤
務

（御
領
村
池
田
寅
之
助
室
）

（
御
領
村
山
崎
織
助
室
）

（森
欽
三
郎
遺
跡
相
続
宿
老
役
勤
務

（柳
河
瀬
高
町
支
店
移
居

（
文
政
十
一
子
歳
旧
三
月

弘
化
三
年
一
月

1

一
十
五
日
卒

旧
今
泉
村
庄
屋
勤
役

（森
兼
次
郎
養
嗣
子
後
廃
家
復
藉

ー
寛

ー
幼
名
周
吉
称
庸
噴
後
改
称
勝
之
返

第
八
世
庸
男
死
亡
後
再
家
督
相
続

ー
石
本
勝
之
返
ー

ー
生
母
京
都
府
二
条
通
堀
町
従
六
位
原
田
右
兵
衛
尉
女

（慶
応
一
一
一
年
列
七
月
二
十
八
日
夭

（明
治
元
戌
辰
七
月
七
日
夭

生
母
御
領
村
山
崎
織
助
次
女
屋
志
）

（明
治
十
九
年
御
領
村
池
田
清
彰
養
嗣
子
）

（明
治
十
五
年
八
月
十
九
日
卒

（幼
名
一
二
雄
）

生
母
嶋
原
藩
士
族
石
河
光
輝
長
女
田
鶴
）

生
母
御
領
村
山
崎
織
助
二
女
屋
志
）

通
称
ウ
ノ
第
六
世
勝
之
返
没
後
生
家
復
藉
ー

之

助

分
家
称
雅
一
郎

生
母

久
留
米
藩
士
族
杉
山
八
左
衛
門
女

ー

求

麻

八

天
保
十
四
如
歳
二
月
辞
職

ー
ク

ヤ

（
嶋
子
村
益
田
端
右
衛
門
室
）

ー
寛

吾

文
久
元
年
十
二
月
十
九
日
卒

行
年
一
―
-
+
―
―
-
）

ー

辰

之

進

称
兼
次
郎

ー
ジ

ッ

ー
ヱ

ツ

ー

勘

十

郎

称
欽
一
―
一
郎

靖
恭
院
釈
言
美
栄
慶
居
士

一ー
幼
名
勝
一
一
一
郎
天
保
九
戌
歳
幕
府
御
勘
定
所
用
達
拝
命

ー
石
本
勝
之
函

l

ー

ー

平

八

郎

—
熊
四
郎

（
第
八
世
野
口
文
平
治
養
嗣
子

生
母
嶋
原
千
々
岩
村
永
田
長
作
家
出

旧
三
月
二
十
八
日
行
年
五
十
七

ー
ジ

生
母
御
領
村
金
子
庄
兵
衛
女）

隠
居
称
平
兵
衛
天
保
五
午
歳

ソ
ノ
後
離
縁
復
藉
）

天
保
巳
歳
正
月
平
八
郎
遺
跡
相
続
）

天
保
八
年
一
月
二
十
四
日
卒

名
ノ
プ

行
年
四
十
九
）

行
年
二
十
六
）

天
保
十
三
年
十
一
月
十
日
卒

父
称
善
作
）

幕
府
御
勘
定
所
用
達
拝
命

旧
十
月
八
日
ー
ー

行
年
三
十
六
ー

生
母
御
領
村
大
庄
屋
中
村
喜
七
郎
天
錫
長
女
勢
以
ー
一

同
九
戌
歳
二
月
辞
退

九
七



松
田
唯
雄
著
天
草
近
代
年
譜
（
以
下
、
近
代
年
譜
と
引
用
す
）
に
よ
れ
ば
、
明
和
六

年
巳
丑
十

一
月
七
日
、

―
町
田
組
見
立
新
田
見
分
の
為
め
、
詰
役
菊
池
団
右
衛
門
が
一

町
田
村
に
出
役
し
た
と
ぎ
大
庄
屋
同
伴
に
て
地
主
の
立
会
を
命
じ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
時

呼
出
さ
れ
た
地
主
は
、
御
領
村
（
小
山
）
清
兵
衛
、
同
松
坂
屋
（
石
本
）
勝
之
丞
、
大

石

初 口―
俊日和
巴

期

以

（
幼
名
諄
次
郎
後
称
義
胤
号
済
嘉
永
―
―
一
庚
戌
年
九
月
二
十
一
日
出
生
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
家
督
相
続
生
母
御
領
村
野
口
文
平
治
栄
鎮
長
女
ヘ
ヰ
）
ー

（
嘉
永
六
癸
丑
年

1

一

月

六

日

生

）

一

（
明
治
―
―
-
＊
四
年
五
月
三
十
一
日
生
、
生
母
御
領
村
野
口
浩
一
一
一
郎
養
女
サ
モ
）

（
明
治
四
十
二
年
一
月
三
十
一
日
生
）

u-）
 

島
子
村
池
田
屋
（
宮
障
）
清
之
丞
等
で
あ
っ
た

Q

即
ち
、
明
和
六
年
に
は
石
本
家
は
す

で
に
有
力
な
地
主
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
二
世
治
兵
衛
（
勝
之
丞
）
の

頃
で
あ
る
。
石
本
家
文
書
は
享
保
頃
の
も
の
か
ら
あ
り
文
化
文
政
年
間
の
も
の
が
最
も

多
汀
明
和
年
間
及
び
安
永
、
天
明
年
間
に
、
質
貸
帳
、
大
勘
定
担
、
勘
定
仕
上
帳
、

諸
色
寄
覚
帳
、
諸
式
請
払
帳
、
金
銭
請
払
帳
、
御
年
貢
米
請
取
帳
、
酒
井
諸
式
請
取
銭

渡
通
、
諸
品
帳
、
他
村
書
出
し
、
書
出
勘
定
帳
、
金
銀
請
払
勘
定
帳
等
が
見
ら
れ
る
。

ー
勢

ー
篤（

三
世
）

ー
平

ー
ジ

ゲ

八

郎

之

助

（
天
草
郡
栖
本
村

へ
分
家
訳
住
称
美
福
）

以

（
天
草
郡
島
子
村
益
田
雅
三
室
）

（
二
泄
）

）
平

八

郎 （
岡
山
県
岡
山
市
士
族
黒
住
長
治
二
嫁
ス
）

（
明
治
二
十
二
年
八
月
九
日
卒

行
年

1

一）

宗
家
五
世
石
本
勝
之
函
五
男
文
政
一
二
辰
年
十
月
晦
日
出
生

戸
月
一
世
平
八
郎
遺
跡
相
続
明
治
二
十
年
九
月
二
日
卒

天
保
十
六
已
年
）
ー

行

年

六

十

八

（
木
家
五
世
）

ー

石

本

勝

之

返

一ー

写

足

平

八

郎
0

石

本

家

分

家

系

譜

略

ー
マ

ツ`

ミ

ー
真

夫

ー
康

人

ー
コ

ジ

メ

ー

ノ

ド

カ

（
宗
家
四
世
石
本
勝
之
函
二
男
栄
政
卜
称
ス
文
化
七
庚
午
年
正
｝
ー

月
分
家
創
立
文
政
一
二
庚
午
年
八
月
十
三
日
卒
行
年
三
十
六

本

家

略

史

九
八



石

本

家

略

史

石
本
家
の
明
和
前
後
の
経
営
の
規
模
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
間
二
世
石
本
治
兵
衛
は
明

和
八
年
に
没
し
三
批
石
本
勝
之
丞
が
嗣
い
だ
が
同
家
の
富
力
は
増
大
し
た
も
の
の
様
で

あ
っ
て
、
上
記
の
古
文
書
の
外
に
酒
蔵
出
覚
帳
、
酒
代
銭
取
立
勘
定
拍
帳
、
酒
造
米
勘

定
帳
、
浦
村
新
田
合
毛
帳
等
々
が
あ
る
。

寛
政
四
年
五
月
十
四
日
に
は
島
原
藩
主
松
平
主
殿
頭
忠
恕
が
逝
去
し
た
。
当
時
天
草

は
島
原
預
所
支
配
で
あ
っ
た
た
め
郡
中
惣
代
其
の
他
の
面
々
御
悔
言
上
の
た
め
島
原
表

(
―
―
―
)
 

へ
渡
海
し
た
。
其
の
時
御
領
村
銀
主
松
坂
屋
勝
之
丞
は
自
費
を
以
て
同
行
し
て
い
る
。

こ
れ
は
石
本
家
と
島
原
藩
主
と
の
密
接
な
関
係
を
推
定
せ
し
め
る

Q

事
実
石
本
家
に
は

島
原
藩
主
よ
り
の
拝
領
物
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
勝
之
丞
は
ど
の
勝
之

丞
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
二
世
治
兵
衛
（
勝
之
丞
）
は
す
で
に
没
し

て
ゐ
る
が
三
世
、
四
祉
、
五
世
勝
之
丞
は
存
命
で
あ
る
。
三
世
勝
之
丞
、
四
世
勝
之
丞

は
と
も
に
文
化
十
一
年
に
没
し
た
。
一
二
世
勝
之
丞
は
幼
名
三
郎
、
隠
居
し
て
平
兵
衛
を

称
し
文
化
十
一
年
十
月
に
没
し
行
年
九
十
三
、
四
世
勝
之
丞
は
幼
名
兼
次
郎
隠
居
し
て

平
兵
衛
を
称
し
文
化
十
一
年
一
月
卒
し
行
年
五
十
四
、
五
世
勝
之
丞
は
幼
名
胤
治
、
隠

居
し
て
平
兵
衛
を
称
し
天
保
十
四
年
三
月
卒
し
行
年
五
十
七
で
あ
っ
た

Q

そ
こ
で
逆
算

す
れ
ば
寛
政
四
年
に
三
泄
勝
之
丞
は
七
十
一
オ
、
四
世
勝
之
丞
は
三
十
ニ
オ
、
五
祉
勝

之
丞
は
僅
か
に
六
オ
で
あ
る

Q

そ
れ
故
に
こ
の
場
合
五
世
勝
之
丞
は
問
題
に
な
ら
ず
、

三
世
勝
之
丞
は
既
に
高
齢
で
あ
っ
て
隠
居
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
寛
政

四
年
に
島
原
へ
赴
い
た
の
は
四
世
勝
之
丞
と
推
定
さ
れ
る
。
御
領
村
銀
主
松
坂
屋
勝
之

丞
と
見
え
る
の
で
石
本
家
と
島
原
藩
主
と
の
関
係
は
所
謂
太
名
貸
の
類
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
と
に
か
く
四
世
勝
之
丞
の
代
に
至
る
ま
で
に
支
配
権
力
と

の
結
び
付
き
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
寛
政
五
年
四
月
島
原
藩
主
松
平
主
殿
頭
忠

憑
初
入
部
に
つ
き
五
月
天
草
郡
中
惣
代
其
の
他
恐
悦
の
た
め
島
原
に
赴
い
た
と
き
松
坂

（

四

）

屋
勝
之
丞
は
叉
自
費
を
以
て
同
行
し
て
い
る
。

る。

四

高

木

代

官

九
九

こ
の
前
後
か
ら
石
本
家
は
銀
主
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

石
本
家
文
書
は
文
化
年
間
に
入
っ
て
急
激
に
多
量
と
な
り
且
つ
継
続
し
て
残
さ
れ
て

い
る

Q

主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

台
所
勘
定
帳
（
文
化
三
、
四
、
五
、
七
、
八
、
九
、
一

0
、
―
二
、
一
三
、
一
四
年
）
、
勝
手

方
諸
勘
定
帳
（
文
化
九
、
一

0
、
―
二
、
一
三
、
一
四
年
）
、
萬
売
買
拍
帳
（
文
化
三
、
四
、
五
、

八
、
九
、
一

0
、
―
二
、
一
五
（
二
冊
）
年
）
船
方
勘
定
拍
帳
（
文
化
一
―
-
、
四
、
五
、
六
、
八
、

九
、
一

0(1
一
冊
）
、
―
二
、
一
三
、
一
五
年
）
絞
米
勘
定
帳
（
文
化
一

0
、一

1l

、
一
三
、
一四

一
五
年
）
諸
色
寄
和
帳
（
文
化
一
三
年
）
請
地
銭
山
上
木
代
銭
覚
（
文
化
一

1

一
年
）
等
で
あ

文
政
三
庚
辰
年
一
月
二
日
天
草
は
長
崎
代
官
高
木
作
右
衛
門
当
分
預
所
か
ら
同
代
官

（

五

）

支
配
所
と
な
っ
た

Q

高
木
作
右
衛
門
は
世
襲
の
長
崎
代
官
で
あ
る

Q

こ
れ
よ
り
先
文
化

五
戌
申
年
八
月
九
日
従
来
日
田
代
官
と
併
役
で
あ
っ
た
俵
物
唐
物
抜
荷
取
締
御
用
が
日

（

六

）

田
代
官
羽
食
権
九
郎
の
併
役
を
免
ぜ
ら
れ
、
高
木
作
右
衛
門
の
専
任
と
な
っ
た
。
こ
の

高
木
家
と
石
本
家
と
は
深
い
交
渉
を
も
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

Q

文
政
六
未
年
八
月
高

木
作
右
衛
門
は
老
中
宛
上
申
し
て
石
本
家
に
於
い
て
代
々
貧
民
難
民
救
済
の
事
あ
り
又

お
上
の
た
め
上
納
金
も
差
出
し
て
居
り
殊
に
石
本
勝
之
丞
（
五
世
）
は
孝
心
厚
く
奇
特

の
者
で
あ
る
か
ら
苗
字
帯
刀
御
免
被
仰
付
様
願
出
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
天
保
三
辰

年
十
二
月
石
本
平
兵
衛
勝
之
丞
父
子
に
一
生
間
帯
刀
御
免
、
永
ミ
ニ
人
扶
持
を
与
え
ら

れ
る
旨
の
指
令
あ
り
翌
天
保
四
巳
年
正
月
十
三
日
富
岡
代
官
所
に
於
い
て
両
人
に
申
渡

が
あ
っ
た
。
天
保
四
巳
年
六
月
高
木
作
右
衛
門
は
更
に
上
書
し
て
石
本
平
兵
衛
父
子
に

御
用
達
被
仰
付
度
儀
願
出
て
居
り
又
、
窮
民
救
済
用
籾
並
に
窮
民
永
久
救
之
備
田
の
寄

附
を
申
出
て
居
り
誠
に
奇
特
で
あ
る
か
ら
更
に
褒
美
の
た
め
永
々
帯
刀
御
免
之
上
同
人



産
品
を
売
却
し
た
代
金
を
預
り
、
入
用
金
を
送
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

居
屋
敷
高
七
石
六
斗
此
反
別
七
反
六
畝
歩
高
引
＝
而
御
年
貢
諸
役
免
除
被
仰
付
よ
う
に

願
出
て
ゐ
る
。
翌
天
保
五
甲
午
年
二
月
二
十
四
日
石
本
平
兵
衛
幕
府
御
勘
定
所
御
用
逹

被
仰
付
、
三
人
扶
持
被
下
置
、
永
々
帯
刀
御
免
居
屋
舗
高
七
石
余
御
年
貢
諸
役
免
除
被

（
七
）

仰
付
と
な
っ
た
，
石
本
家
蔵
文
書
に
よ
れ
ば
包
紙
に
は
夫
々
、
天
保
五
午
年
二
月
廿
四

（
八
）

]
目
と
記
さ
れ
、
箱
に
は
天
保
午
年
二
月
廿
一
日
江
府
着
同
六
未
年
五
月
十
日
同
所
出
立

迄
滞
府
中
公
義
御
逹
書
但
御
勘
定
所
御
用
達
蒙
仰
候
以
来
と
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
十
三
壬
寅
年
六
月
十
日
長
崎
代
官
高
木
作
右
衛
門
忠
篤
、
勝
手
元
危
難
の
趣
に

て
郡
中
銀
主
共
よ
り
金
四
千
両
の
調
逹
方
を
内
々
に
て
富
岡
陣
屋
詰
元
締
内
藤
大
蔵
よ

り
富
岡
附
山
方
役
江
間
新
五
右
衛
門
へ
秘
達
斡
旋
方
を
依
頼
し
、
同
年
十
一
月
郡
中
銀

（
九
）

主
よ
り
三
千
両
だ
け
調
達
し
長
崎
会
所
宛
送
金
し
た

J

此
月
長
崎
に
於
い
て
高
島
秋
帆

が
検
挙
さ
れ
、
高
木
作
右
衛
門
も
高
島
家
と
緑
組
の
故
を
以
て
取
調
を
う
け
図
ら
ず
も

代
官
所
納
戸
金
紛
失
の
件
が
表
沙
汰
と
な
り
御
用
逹
石
本
勝
之
丞
父
子
に
も
嫌
疑
が
か

(10) 

4
り
投
獄
さ
れ
後
江
戸
へ
送
ら
れ
た

J

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
で
あ
ろ
う

其
の
他
薩
摩
藩
相
良
藩
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
殊
に
薩
州
藩
よ
り
は
始
め
拾
五
人

（

一

―

)

扶
持
後
に
は
八
拾
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
、
何
れ
も
藩
内
産
物
の
売
捌
そ
の
他
長
崎
表
に

お
け
る
貿
易
に
つ
い
て
代
珪
商
を
委
任
さ
れ
て
い
た
如
く
で
あ
る
が
、
独
占
的
代
珪
椎

を
有
し
た
の
か
否
か
は
今
詳
に
し
得
な
い
。

右
に
の
べ
た
よ
う
に
石
本
家
は
支
配
者
と
5
結
付
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は

恐
ら
く
遇
然
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
と
恐
ら
く
は
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
石
本
家
は
若
干
の
利
樅
、
特
権
的
な
営
業
権
を
得
て
居
る
。
そ
の

う
ち
主
な
る
も
の
は
掛
屋
役
と
大
問
屋
株
と
で
あ
っ
た
。
掛
屋
役
と
は
米
穀
共
の
他
国

が
、
高
木
代
官
と
石
本
家
と
の
密
接
な
関
係
を
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う

3

石

本

家

略

史

郡
内
諸
色
雑
貨
小
売
商
の
人
気
次
第
に
悪
敷
な
り
、
他
国
胡
乱
の
も
の
と
共
謀
し
、
似
物
又
は

劣
等
品
を
以
て
愚
昧
の
百
姓
を
欺
き
、
高
価
に
売
附
け
る
等
、
眼
に
余
る
も
の
あ
る
に
依
り
、
之

れ
が
救
仕
法
と
し
て
諸
色
大
問
屋
株
を
設
定
、
郡
中
四
十
名
の
銀
主
を
し
て
引
負
は
し
め
、
来
午

年
正
月
よ
り
之
れ
を
実
施
の
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
右
問
屋
は
製
造
元
よ
り
直
仕
入
れ
し
て
、
郡

中
小
売
業
に
請
売
ら
し
め
、
其
の
間
抜
仕
入
れ
等
の
手
段
に
よ
り
、
不
正
高
価
の
物
品
を
取
次
販

売
す
る
余
地
な
か
ら
し
む
る
も
の
に
て
、
株
元
は
夫
々
運
上
を
上
納
し
、
且
つ
郡
中
消
費
の
余
荷

は
代
銀
に
て
年
々
会
所
に
納
付
す
べ
く
、
若
し
今
後
尚
不
正
品
を
取
扱
ふ
者
を
発
見
せ
ば
、
夫
々

で
あ
る
。
そ
の
取
締
役
と
し
て
村
役
中
か
ら
十
三
名
が
任
命
さ
れ
た
。

文
政
元
戌
寅
年
三
月
、
富
岡
町
松
屋
長
右
衛
門
が
掛
屋
役
を
辞
し
た

Q

此
時
か
ら
掛

屋
役
と
な
る
の
は
富
岡
町
の
町
人
に
限
る
と
い
う
従
来
の
慣
例
が
破
ら
れ
て
富
岡
町
以

外
の
他
村
銀
主
の
中
か
ら
も
任
命
し
得
る
こ
と
と
な
り
、
御
領
村
大
島
小
山
清
四
郎
、

同
村
松
坂
屋

（
六
抵
勝
之
丞
）

な
っ
た
。
然
る
に
文
政
六
癸
未
年
小
山
清
四
郎
が
内
証
向
き
不
繰
合
せ
の
旨
申
立
て
て

掛
屋
役
を
辞
し
た
た
め
以
後
石
本
勝
之
丞
が
専
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
政
十
丁

亥
平
、
掛
屋
役
は
再
び
相
勤
と
な
り
、
石
本
勝
之
丞
の
ほ
か
に
大
和
屋
愛
助
が
勤
務
し

た
。
（
六
世
）
石
本
勝
之
丞
は
か
く
の
如
く
掛
屋
と
な
っ
た
が
二
十
五
年
の
後
天
保
十
三

年
十
一
月
高
島
秋
帆
事
件
を
動
機
と
し
て
公
金
紛
失
事
件
に
連
坐
し
入
牢
の
身
の
上
と

な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
十
二
月
富
岡
陣
屋
詰
掛
屋
役
は
、
石

(

1

―

-
）
 

本
勝
之
丞
に
代
り
志
岐
村
堺
屋
藤
右
衛
門
が
こ
れ
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た

Q

文
政
四
辛
巳
年
七
月
、
悪
質
高
値
な
る
商
品
を
排
除
し
良
質
安
価
な
る
商
品
の
供
給

を
計
る
た
め
に
郡
内
に
諸
色
大
問
屋
株
を
設
定
し
諸
種
の
商
品
の
販
売
特
許
の
制
度
が

布
か
れ
た
。
そ
し
て
郡
中
の
銀
主
四
十
名
を
し
て
こ
の
大
問
屋
株
を
引
受
け
さ
せ
、
翌

文
政
五
年
正
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

Q

設
定
さ
れ
た
大
問
屋
株
は
左
の
通
り

（
石
本
）

勝
三
郎

の
両
人
が
隔
年
勤
務
す
る
こ
と
と

五

特

権

的

営

業

1
0
0
 



石

本

家

略

史

引
負
問
屋
よ
り
之
れ
を
取
上
ぐ
る
約
定
な
り
。
即
ち
大
問
屋
人
名
左
の
如
し
。

一

鉄

物

引

請

（

御

領

大

島

）

小

山

清

四

郎

・

（

富

岡

）

大

坂

屋

吉

郎

兵

衛

一

呉

服

引

請

（

御

領

大

島

）

小

山

清

四

郎

（

志

妓

）

常

盤

屋

清

右

衛

門

・

一

太

物

引

請

（

御

領

）

田

丸

屋

虎

四

郎

（

同

上

）

筑

後

屋

能

四

郎

一

綿

引

請

（

御

領

）

松

坂

屋

勝

三

郎

一

苧

引

請

（

同

上

）

松

坂

屋

勝

―

―

一

郎

一

紙

引

請

（

大

島

子

）

池

田

屋

林

太

夫

（

同

上

）

三

木

屋

種

蔵

（

御

領

）

三

好

屋

武

右

衛

門

一

油

引

請

（

御

領

）

松

坂

屋

勝

三

郎

（

同

上

）

国

民

屋

胆

太

郎

（
井
手
）
政
太
郎
、
（
町
山
田
）
開
吉
、
（
志
柿
）
勝
次
郎
、
（
上
村
）

亀
助
、

（
宮
田
）
常
兵
衛
、
（
牛
深
）
増
太
郎
、
（
一
町
田
）
宇
吉
、

（
高
浜
）
有
吉
、
（
志
妓
）
七
郎
、

（
富
岡
）
恵
蔵

一

他

国

藍

引

請

（

町

山

口

）

宇

兵

衛

一

弓

弦

引

請

（

同

上

）

伊

之

助

1

馬

尻

掛

尻

具

（

同

上

）

幸

之

丞

一

線

香

引

請

（

大

島

子

）

瀕

右

衛

門

一

売

薬

引

請

（

上

村

）

市

郎

一

形

紙

引

請

（

御

領

）

儀

八

一

膳

椀

引

請

（

富

岡

）

万

屋

祐

七

（

町

山

口

）

―

―

―

代

松

一

蠍

燭

贋

附

引

請

（

下

河

内

）

伊

―

―

一

郎

（

御

領

大

島

）

熊

一

―

―

郎
、
（
御
領
）
助
太
郎
、

（
同
上
）
誡
五
郎
、

（
町
山
口
）
膝
七
、
（同

上
）
辰
蔵
、
（
広
瀬
）
伊
助
、
（
登
立
）
常
左
衛
門
、
（
富
岡
）
徳
助

一

出

馬

改

（

上

村

）

松

兵

衛

一

牛

馬

皮

郡

中

に

引

請

人

無

之

右
取
締
役
と
し
て
村
役
中
十
三
名
を
任
命
、
他
国
出
入
の
船
改
め
を
厳
に
、
抜
け
仕
入
を
取
締
る

一
方
、
大
問
屋
の
仕
入
阪
売
を
監
視
せ
し
む
る
こ
と
と
し
、
之
等
取
締
役
に
は
、
一
名
当
り
銀
二

を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
，

1
0
 石

本

辰

之

進

0

長
崎
屋
鋪
名
前
主

百
目
の
年
俸
を
支
給
、
即
ち
左
の
人
選
な
り
。

（
富
岡
町
年
寄
）
高
嶋
伝
左
衛
門
、
（
志
妓
組
大
庄
屋
見
習
）
平
井
達
治
、（
今
富
村
庄
屋
）
上
田

順
一
郎
、
（
一
町
田
組
大
庄
屋
）
野
田
藤
九
郎
、
（
牛
深
村
庄
屋
）
長
岡
嘉
七
郎
、

（
町
山
口
村
庄

屋
）
大
谷
小
十
郎
、
（
栖
本
組
大
庄
屋
）
小
碕
六
郎
左
衛
門
、
（
上
津
浦
村
庄
屋
）
脇
山
守
右
衛
門

（
湯
船
原
村
庄
屋
）
猪
原
勘
兵
衛
、
（
大
矢
野
組
大
庄
屋
）
吉
田
長
平
、
（
砥
妓
組
大
庄
屋
）
膝
田

(
-
―
―

-
）
 

左
仲
太
、
（
御
領
組
大
庄
屋
見
晋
）
長
岡
五
郎
一
―
一
郎
、
（
井
手
組
大
庄
屋
）
長
島
宇
源
太

右
の
中
、
松
坂
屋
（
石
本
）
勝
三
郎
が
引
受
け
た
の
は
、
綿
、
苧
、
油
の
三
種
の
大
問

屋
株
で
あ
っ
た

Q

し
か
し
文
政
七
年
正
月
七
日
に
こ
の
諸
色
売
座
の
う
ち
、
綿
、
太
物
、

苧
、
鉄
、
紙
、
油
、
藍
、
木

具
、
売
馬
に
つ
い
て
は
売
座
制
（
販
売
特
許
制
）
を
廃
止

し
自
由
販
売
を
許
し
た
。
し
か
し
線
香
、
呉

服
、
燥
類
、
死
牛
馬
に
つ
い
て
は
売
座
を

存
置
し
販
売
特
許
制
を
維
持
し
た
，
し
か
し
こ
の
残
懺
し
た
売
座
も
同
月
廿
五
日
に
全

（
一
四
）

廃
し
て
こ
こ
に
郡
中
諸
色
大
問
屋
株
は
全
廃
さ
れ
た
3

前
記
諸
藩
産
物
売
捌
方
委
托
に
つ
い
て
も
、
独
占
的
に
取
扱
っ
た
も
の
か
否
か
俄
か

（
一
五
）

に
断
定
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
比
較
的
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
相
良
藩
の
一

、

二
例

差
上
置
申
証
文
之
事

一
私
儀
御
国
御
備
米
支
配
被
為
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
然
上
者
自
今
御
払
米
長
崎
え
御
積
廻
又

者
私
方
え
引
受
払
立
候
節
御
払
直
段
吟
味
仕
払
方
御
評
定
之
上
代
銀
受
販
御
米
売
渡
早
速
御
宰

領
様
え
銀
子
御
渡
可
申
上
候
且
又
右
代
銀
大
阪
為
替
納
被
仰
付
候
節
者
悔
成
為
替
取
組
無
遅
怠

相
納
候
様
急
度
取
計
可
仕
候
万
一
為
替
銀
相
滞
類
又
者
時
時
相
場
―
一
寄
御
払
方
御
見
合
御
米
御

預
申
上
候
節
相
違
之
儀
御
座
候
ハ
、
私
長
崎
出
店
家
屋
鋪
紐
闘
麟
土
蔵
式
ヶ
所
屋
鋪
共
為
根
証

文
差
上
置
候
処
相
違
無
御
座
候
―
―
付
御
勝
手
次
第
師
引
上
ケ
可
被
下
候

．

（
マ
マ
）

勿
論
御
釆
販
扱
候
者
共
決
而
不
埓
之
儀
為
仕
申
間
鋪
候
為
後
証
町
乙
名
奥
印
為
仕
請
証
文
差
上

置
候
処
如
斯
御
座
候
以
上



石
本
家
は
右
の
如
き
特
櫂
的
営
業
の
他
に
冒
険
的
企
業
た
る
廻
漕
業
も
営
ん
だ
。
持

船
は
常
に
宝
徳
丸
、
順
幸
丸
等
命
名
し
て
い
る
。
廻
漕
に
関
し
て
は
九
州
文
化
史
研
究

又
求
麻御

勘

定

御

役

所

文
化
二
年

卯
三
月

求
麻御

郡

方

御

役

所

石

本

家

略

史

天
草
郡
御
領
村

石

本
石

本

勝勝 五

三之 郎

郎丞

前
害
之
通
相
違
無
御
座
侯
万
一
代
銀
相
滞
不
埒
之
儀
御
座
候
ハ
、
右
家
屋
鋪
土
蔵
共
引
上
ケ
御

引
渡
可
申
候
為
其
奥
印
仕
置
候
上
者
毛
頭
相
違
無
御
座
候
以
上

長
崎
平
戸
町
乙
名

石

本

荘

差
上
申
一
札
之
事

―
―
―
一
斗
入
御
米
壱
万
俵
但
年
:
売
捌
方
被
仰
付
候
約
定

此
代
銀
長
崎
松
坂
屋
辰
之
進
方
二
而
払
立
候
分
者
同
人
力
納
方
別
紙
差
上
置
候
通
若
私
方
え
八

代
御
仮
屋
二
而
御
米
申
請
候
儀
茂
御
座
候
て
代
銀
長
崎
御
払
直
段
秤
を
以
辰
之
進
同
様
大
阪
御

屋
舗
え
相
納
可
申
候

1

御
蔵
苧
凡
六
万
斤
程
但
八
代
御
渡
之
梃

此
代
銀
新
苧
か
ニ
ケ
年
同
十
二
月
限
大
阪
御
屋
舗
え
相
納
候
約
定

．

．

 

f
 

右
御
払
物
代
銀
年
i

前
書
之
通
無
相
違
納
方
可
仕
万
一
延
納
相
成
候
節
者
如
何
様
共
御
取
計
代

銀
納
方
不
埓
仕
候
ハ
ヽ
此
節
御
調
儀
仕
候
御
借
上
銀
か
御
勝
手
御
引
取
皆
済
御
取
結
可
被
下
候

為
後
年
連
印
一
札
差
上
置
申
所
如
件

文
政
六
癸
未
年九

月

゜

天
草
郡
佐
伊
津
村

石

本

勝

之

丞

0

所
架
蔵
石
本
家
文
書
中
に
多
く
の
船
勘
定
帳
等
の
帳
簿
が
残
っ
て
い
る
。

石
本
家
は
諸
太
名
へ
の
金
融
、
所
謂
太
名
貸
を
相
当
に
や
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
薩
州
公
へ
銀
二
百
貫
目
を
三
朱
利
に
て
貸
し
た
処
、
天
保
四
年
右
利

巳
三
月
九
日

彦

左

衛

門

四

郎

八
拾
人
扶
持石

本

平

兵

衛

右
者
去
夏
依
願
銀
式
百
貫
目
御
借
上
い
た
し
三
朱
被
下
置
候
得
共
右
利
銀
之
引
替
当
巳
年
よ
り

右
之
通
被
下
置
候

右
可
申
渡
候

1

一
月
主
計

右
之
通
拙
者
共
え
申
渡
候
間
為
後
年
写
相
渡
置
申
候
以
上

薩
州
聞
役

忙

佐
奥

石
本
平
兵
衛
は
御
領
村
か
ら
隣
村
佐
伊
津
村
へ
移
転
し
て
新
居
を
構
え
た

Q

御
領
村

に
は
当
主
勝
之
丞
が
居
住
し
て
い
た
が
、

一
家
経
営
の
実
権
は
佐
伊
津
村
へ
転
居
し
た

平
兵
衛
が
掌
握
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
移
転
の
理
由
に
つ
い
て
は
は
つ
き
り
し
な
い
が
、

後
述
す
る
天
保
十
四
年
十
二
月
十
一
日
の
申
渡
に
よ
れ
ば
平
兵
衛
事
石
本
静
馬
は
不
届

が
あ
っ
て
居
村
払
に
な
っ
て
佐
伊
津
村
へ
移
住
し
た
と
あ
る
。
不
届
と
は
何
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
。
石
本
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
盗
難
一
件
に
関
し
て
佐
伊
津
村
へ
移
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
盗
難
事
件
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
近
代
年
譜
に
よ
れ
ば
天
保
三

..... ヽヽ

佐

伊

津

村

移

住

（
一
六
）

長
崎
御
附
人
え

石

本

平

兵

衛

殿

銀
の
代
り
に
薩
藩
よ
り
八
拾
人
扶
持
を
給
さ
れ
て
い
る
，

1
0
 



石
七

本

家

略

史

と
こ
ろ
解
決
し
得
な
い
。

壬
辰
年
七
月
窮
民
救
済
資
金
出
銭
方
が
御
領
村
銀
主
石
本
平
兵
衛
外
三
人
の
郡
中
銀
‘
王

へ
交
渉
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
各
銀
主
は
こ
の
要
求
に
応
じ
て
出
銭

し
た
。
次
に
天
保
四
癸
巳
年
一
月
十
―
―
一
日
に
佐
伊
津
村
石
本
平
兵
衛
並
御
領
村
勝
之
丞

父
子
に
対
し
て
公
儀
よ
り
褒
美
の
た
め
父
子
一
生
の
間
帯
刀
御
免
三
人
扶
持
永
々
被
下

(

1

七）

置
旨
の
申
渡
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
平
兵
衛
の
佐
伊
津
移
転
の

時
期
は
天
保
三
年
七
月
以
後
天
保
四
年
正
月
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
前
、

天
保
元
庚
寅
年
三
月
に
御
領
村
貯
蔵
穀
俵
が
盗
難
に
か
＼
つ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ

た
。
こ
の
時
は
五
月
か
ら
七
月
ま
で
か
＼
つ
て
揉
み
消
し
に
成
功
し
て
内
済
と
な
っ
た
。

し
か
し
御
領
組
大
庄
屋
長
岡
業
之
助
の
死
亡
を
機
と
し
て
天
保
二
辛
卯
年
一
月
に
盗
難

事
件
後
始
末
に
つ
い
て
御
領
村
民
は
長
岡
（
大
庄
屋
）
派
と
石
本
派
に
分
れ
て
争
っ
た

2
八
）

事
件
が
あ
っ
た
。
盗
難
一
件
云
々
と
い
ふ
の
は
こ
の
事
件
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

（
一
九
）

然
る
に
出
府
中
記
録
天
保
十
三
寅
年
九
月
二
日
の
項
に
よ
れ
ば
平
兵
衛
の
佐
伊
津
移

転
は
勝
之
丞
八
オ
の
時
で
逆
算
す
れ
ば
文
化
十
年
と
推
定
さ
れ
る
の
で
前
の
推
定
は
成

立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
盗
難
一
件
と
は
前
述
の
盗
難
事
件
以
外
に
何
か
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か

Q

或
は
文
化
十
年
に
佐
伊
津
へ
移
転
し
共
の
後
御
領
村
へ
帰
り
更
に
天
保

三
年
後
半
に
再
度
佐
伊
津
へ
移
転
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

Q

更
に
前
記
出
府
中
記
録
に
よ

れ
ば
勝
之
丞
召
仕
順
助
は
、
平
兵
衛
が
隠
居
し
て
佐
伊
津
村
へ
移
っ
た
と
き
勝
之
丞
も

同
時
に
引
移
り
父
子
同
家
に
住
ん
だ
と
申
立
て
た
。
し
か
し
順
助
即
ち
石
本
家
側
で
何

故
に
勝
之
丞
が
父
と
同
時
に
佐
伊
津
へ
移
転
し
御
領
村
に
残
留
し
な
か
っ
た
こ
と
を
頑

強
に
主
張
し
訂
正
を
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

Q

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
私
は
唯
今
の

苗
字
帯
刀
幕
府
勘
定
所
御
用
達

、。カ

い
る
。

平

兵

衛

石
本
家
は
も
と
長
崎
の
町
人
の
出
で
あ
り
、
天
草
御
領
村
へ
移
住
し
て
百
姓
と
な
っ

た
。
し
か
し
前
述
の
如
く
高
木
作
右
衛
門
の
斡
旋
に
よ
っ
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。

し
か
も
天
保
四
年
に
は
平
兵
衛
勝
之
丞
父
子
一
生
の
内
帯
刀
を
許
さ
れ
た
に
止
ま
っ
た

が
、
共
の
翌
天
保
五
年
に
は
世
襲
的
に
帯
刀
を
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

Q

天
保
十
三

天
保
四
年
正
月
十
三
日
富
岡
御
役
所
に
於
い
て
勝
之
丞
へ
左
の
達
し
が
あ
っ
た

Q

石

本

平

同

人

枠

石

本

勝

之

丞

其
方
儀
祖
父
父
之
志
を
継
篤
実
―
―
而
年
来
難
鏃
之
も
の
共
え
合
力
手
当
等
い
た
し
其
上
窮
民
御

救
之
た
め
作
徳
米
之
内
か
籾
五
百
石
宛
手
訟
を
以
相
廻
ジ
永
：
上
納
い
た
し
度
段
相
願
猶
又
八

ケ
年
分
籾
四
千
石
繰
越
納
之
儀
等
枠
勝
之
丞
同
申
立
候
段
奇
特
之
儀
―
―
付
為
御
褒
芙
平
兵
衛
父

子
一
生
之
内
帯
刀
御
免
御
扶
持
方
三
人
扶
持
永
t

被
下
候
也

右
者
水
出
羽
守
殿
被
仰
渡
候
間
得
其
意
可
被
申
渡
候

辰
十
二
月

右
者
被
為
召
致
登
城
候
処
右
之
通
可
申
渡
旨
明
楽
飛
弾
守
殿
被
仰
渡
候
間
此
段
申
渡
候

辰

十

二

月

二

十

四

日

高

木

栄

太

郎

尚
、
天
保
四
巳
年
二
月
に
富
岡
御
役
所
に
於
い
て
家
内
一
同
宗
門
踏
絵
を
免
除
さ
れ
て

（
ニ
―
)

佐
伊
津
村

石

本

右
平
兵
衛
枠

御

領

村
石

本

勝

之

丞

其
方
共
儀
此
度
帯
刀
御
免
御
扶
持
方
茂
被
下
候
儀
―
―
付
当
宗
門
改
か
家
族
一
同
踏
絵
除
一
紙
証

文
引
直
諸
達
御
触
事
等
は
別
達
二
取
計
候
条
可
得
其
意
候

申

（ニ
0)

渡

年
入
牢
の
際
帯
刀
取
放
と
な
っ
て
い
る
。

1
0
1
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申

高
木
作
右
衛
門
の
斡
旋
に
よ
っ
て
石
本
平
兵
衛
が
天
保
五
午
年
二
月
廿
四
日
幕
府
御
勘

定
所
御
用
逹
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
平
兵
衛
は
天
保
五
年
二
月
廿
一
日
江
戸
に
到
着
し
て

こ
の
申
渡
を
受
け
翌
天
保
六
未
年
五
月
十
日
ま
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
，

高
木
作
右
衛
門
御
代
官
所

肥
後
国
天
草
郡

佐
伊
津
村

百

姓
石

沐

平

兵

衛

其
方
儀
今
度
御
勘
定
所
御
用
達
被
仰
付
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
候
旨
出
羽
守
殿
御
指
図
―
―
付
申

渡
候
也

天
保
五
午
年
五
月(-=＝-) 

渡

御
勘
定
所
御
用
達

石

本

平

兵

衛

其
方
儀
年
!
上
ケ
籾
其
外
品
：
奇
特
之
取
計
茂
致
し
其
上
冥
加
之
た
め
非
常
之
節
御
用
途
相
勤
度

旨
申
立
ル
段
重
；
奇
特
之
儀
二
付
為
御
褒
美
永
：
帯
刀
御
免
居
屋
舗
高
七
石
余
之
分
御
年
貢
諸
役

免
除
被
仰
付
候
也

右
者
出
羽
守
殿
御
差
図
＝
一
付
申
渡
候
也

高
木
作
右
衛
門

名

代

岸

本

武

太

夫

御
勘
定
所
御
用
達
石
本
平
兵
衛
此
度
御
用
達
被
仰
付
候
冥
加
之
た
め
籾
壱
万
五
千
石
凡
拾
ケ
年
―
―

割
合
囲
方
い
た
し
度
段
相
願
候
二
付
松
周
防
守
殿
え
申
上
候
上
願
之
通
申
渡
候
間
右
籾
囲
蔵
等
之

義
平
兵
衛
自
分
入
用

――
而
取
計
候
積
二
付
長
崎
最
寄
在
方
二
而
空
地
之
地
所
見
立
可
被
申
聞
候
且

右
囲
籾
之
義
取
締
方
等
其
方
儀
も
心
付
候
様
可
被
致
候

（

朱

害

）

（

朱

書

）

午
五
月
廿
六
日
竹
内
平
之
丞
殿
被
仰
渡

申 申
巳

二

月

石

本

（
二
四
）渡

(
＝
二
）渡

家

略

史

（
二
五）

高
木
作
右
衛
門
差
出
候
暫
附
写

勝 土

方

出

翼

守

高

橋

越

前

守

私
御
代
官
所

肥
後
国
天
草
郡

佐
伊
津
村

百

姓

石
本
家
は
百
姓
で
は
あ
る
が
、
高
木
作
右
衛
門
が
文
政
六
年
老
中
へ
進
達
し
た
前
述

の
書
面
に
よ
れ
ば
、
当
時
村
高
七
百
三
拾
石
余
取
持
仕
り
云
々
と
あ
り
大
百
姓
で
あ
っ

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
前
記
の
書
面
に
よ
れ
ば
属
々
困
窮
者
救
済
の
た
め
金
品
を

出
捐
し
て
ゐ
る
が
共
の
額
の
判
明
す
る
も
の
は
、
高
木
作
右
衛
門
支
配
と
な
っ
て
か
ら

だ
け
で
も
米
大
麦
千
七
百
八
拾
弐
俵
塩
百
五
拾
俵
鍋
釜
八
拾
三
挺
銭
壱
万
八
千
四
百
貫

文
余
古
着
三
百
五
拾
作
徳
米
四
百
五
拾
石
余
等
で
あ
り
、
叉
文
政
五
年
末
天
草
牛
深
港

天
保
四
年
六
月
再
び
高
木
作
右
衛
門
が
進
達
し
た
書
面
に
よ
れ
ば
、
天
草
郡
の
中
井

富
岡
私
領
中
出
作
高
共
凡
弐
千
石
余
見
立
田
畑
等
茂
多
分
取
持
仕
り

（
天
保
三
年
）
に
貧
民
救
済
の
た
め
毎
年
籾
五
百
石
を
手
船
を
以
て
廻
送
差
出
す
こ
と

を
願
出
で
右
五
百
五
の
八
ケ
年
分
四
千
石
を
予
め
納
め
る
と
申
立
て
て
許
可
さ
れ
て
納

付
し
た
。
毎
年
米
雑
穀
合
せ
て
壱
万
俵
内
外
の
収
得
が
あ
り
、
御
用
金
も
弐
万
両
内
外

な
ら
容
易
に
調
達
に
応
じ
得
る
租
で
あ
る
と
述
べ
て
あ
る
，

（
朱
書
）

此
書
面
者
高
橋
様
御
自
筆
を
以
江
戸

表
＝
―
而
御
認
書

御
老
中
様
方
江
御
進
達
二
相
成
候
本

請
書
御
代
官
江
御
渡
＝
一
相
成
候
写

之

丞

当
末
一
二
拾
七
歳

右
之
者
私
御
代
官
所
肥
後
国
天
草
郡
佐
伊
津
村
＝
一
罷
在
曾
祖
父
平
兵
衛
か
農
業
出
精
仕
当
時
村
高

七
百
一

1

一
拾
石
余
取
持
仕
篤
実
之
者
二
御
座
候
而
居
村
を
初
メ
他
村
迄
茂
見
聞
之
困
窮
之
者
江
者
年

（
中
略
）
前
年

外
に
て
唐
船
難
破
し
た
た
め
出
役
の
際
、
そ
の
費
用
等
を
立
替
え
て
ゐ
る
。

八~

富

力

1
0
四



石

本

家

略

史

し
寒
―
―
入
候
得
者
粥
井
木
綿
綿
入
等
を
施
又
は
水
旱
損
井
火
災
或
は
流
行
之
煩
等
二
而
難
儀
之
者

有
之
候
得
者
遠
方
迄
茂
米
穀
塩
噌
衣
類
食
物
等
相
贈
其
外
非
常
之
難
儀
有
之
も
の
江
者
心
添
尽
し

村
内
他
方
迄
茂
睦
敷
儀
者
勿
論
郡
中
末
；
迄
茂
帰
伏
仕
罷
在
私
支
配
二
罷
成
候
以
来
眼
前
相
施
候

分
米
大
麦
千
七
百
八
拾
式
俵
塩
百
五
拾
俵
鍋
釜
八
拾
三
挺
銭
壱
万
八
千
四
百
貫
文
余
古
着
一
王
日
五

拾
作
徳
米
四
百
五
拾
石
余
二
御
座
候
殊
二
同
人
実
母
者
幼
年
―
―
而
相
離
継
母
極
老
病
身
相
成
座
内

歩
行
茂
難
出
来
処
村
内
仏
神
江
参
詣
仕
度
申
候
節
自
身
二
而
背
負
候
而
為
慰
両
便
等
茂
自
身
二
取

仕
且
仕
存
命
中
孝
心
之
尽
ジ
且
叉
同
郡
大
浦
村
楠
甫
村
地
先
字
大
楠
与
申
所
私
見
立
新
田
御
座
候

処
同
郡
之
儀
高
不
相
応
人
数
二
而
難
儀
之
者
多
御
座
候
（
一
ー
）
付
追
：
開
発
い
た
し
耕
作
相
殖
度
心

掛
ケ
右
場
所
自
分
入
用
を
以
一
手
一
一
引
請
築
立
取
掛
リ
居
此
末
追
；
築
立
候
場
所
茂
有
之
御
用
ニ

相
立
候
者
二
御
座
候
而
近
々
之
者
一
助
二
茂
相
成
侯
間
私
役
所
限
―
―
者
是
迄
孝
心
寄
特
を
賞
美
遣

ジ
候
儀
―
―
御
座
候
然
候
処
去
年
十
二
月
来
舶
之
唐
船
支
配
所
天
草
郡
牛
深
沖
字
鶴
崎
与
申
所
二
而

難
船
仕
早
速
右
場
所
江
私
罷
越
手
当
仕
候
得
共
長
崎
力
海
上
隔
候
場
所
―
―
而
通
路
往
返
茂
自
在
不

相
成
候
得
者
度
し
御
役
所
江
入
用
出
銀
之
儀
茂
難
申
越
唐
人
共
居
小
屋
賄
向
等
二
至
迄
万
事
不
自

由
之
土
地
柄
―
―
而
不
行
届
急
速
之
儀
故
郡
中
之
者
江
出
銀
申
付
候
而
茂
辺
ち
の
村
方
困
窮
之
者
多

早
速
出
銀
茂
不
仕
反
的
可
及
差
支
と
辛
労
罷
在
候
処
前
文
申
上
候
勝
之
丞
相
応
之
御
用
向
相
勤
度

旨
申
立
候
―
―
付
右
沈
船
淳
方
差
配
申
付
候
処
長
崎
湊
江
挽
入
候
節
迄
身
命
を
投
打
相
勤
唐
人
共
郡

中
帯
留
中
賄
向
其
外
水
練
人
夫
手
当
諸
入
用
等
莫
大
之
処
不
取
敢
出
銀
仕
柳
差
支
無
之
様
取
計
沈

船
荷
物
揚
方
茂
捗
販
候
儀
―
―
御
座
候
其
上
右
混
雑
中
当
二
月
廿
三
日
夜
牛
深
村
之
内
宮
崎
与
申
所

悉
ク
焼
失
仕
反
的
夫
食
差
支
侯
処
米
銭
井
塩
噌
鍋
釜
衣
類
等
迄
早
速
相
与
急
難
相
救
候
儀
御
座
候

且
又
同
郡
之
儀
は
往
古
か
疱
楕
を
相
嫌
煩
付
候
も
の
有
之
候
得
者
親
子
之
惰
を
失
ひ
親
子
―
―
而
茂

看
病
不
仕
山
上
江
叉
者
他
国
江
遣
し
旋
生
為
仕
候
得
共
兼
t

其
儀
相
歎
勝
之
丞
儀
態
＼
疱
療
仕
右

病
人
有
之
候
得
者
其
所
江
罷
越
薬
其
外
衣
類
食
物
等
迄
致
世
話
遣
稀
成
寄
特
之
者
一
一
御
座
候
同
人

曾
祖
父
平
兵
衛
始
寄
特
之
者
―
―
而
樟
斐
十
太
夫
支
配
之
醐
居
村
を
初
メ
郡
中
江
品
し
相
施
候
段
同

人
申
上
御
誉
置
松
平
主
殿
頭
御
領
所
二
相
成
候
而
茂
親
勝
之
丞
茂
不
相
替
寄
特
之
心
掛
ケ
仕
既
寛

政
九
巳
年
郡
中
相
続
方
仕
法
之
節
百
姓
共
貸
銭
之
内
多
分
之
銭
棄
捐
二
い
た
し
御
領
所
役
人
申
上

御
褒
美
被
下
置
同
十
一
末
年
御
領
村
火
災
之
節
其
身
茂
近
火
―
―
而
焼
失
仕
難
渋
仕
候
処
不
相
替
類

焼
之
も
の
共
江
品
：
差
遣
其
上
数
軒
之
類
焼
二
而
近
村
之
助
合
候
而
茂
仮
小
屋
等
取
建
難
行
届
候

処
数
拾
人
の
も
の
共
江
仮
小
屋
取
建
呉
且
亦
平
兵
衛
多
年
心
掛
郡
中
末
；
之
も
の
迄
危
難
之
節
為

手
当
右
同
年
丁
銭
一
一
一
千
貫
文
差
出
只
今
以
陣
屋
江
相
備
非
常
救
二
相
成
候
儀
―
―
而
其
節
茂
御
褒
芙

被
下
置
候
且
叉
同
郡
二
お
ゐ
て
苗
字
御
免
被
仰
付
候
例
茂
御
座
候
得
共
其
も
の
寄
特
と
ハ
格
段
之

儀
二
而
当
勝
之
丞
儀
者
前
文
申
上
候
通
一
豚
孝
心
寄
特
者
二
而
親
勝
之
丞
―
―
茂
勝
レ
候
者
―
―
御
座

1
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右
之
者
共
儀
曾
祖
父
平
兵
衛
以
来
質
素
倹
約
い
た
し
農
業
出
精
仕
天
草
郡
中
井
富
岡
私
領
中
出
作

高
共
凡
式
千
石
余
見
立
田
畑
等
茂
多
分
取
持
仕
曾
祖
父
平
兵
衛
か
之
申
置
代
；
相
守
作
徳
米
銭
之

余
計
を
以
年
し
窮
民
相
救
火
災
風
損
其
外
非
常
之
節
者
多
分
之
合
力
米
銀
銭
相
施
品
：
奇
特
之
取

計
仕
候
段
者
去
辰
年
中
奉
申
上
候
儀
御
座
候
処
同
年
中
同
人
茂
窮
民
御
救
御
囲
穀
之
内
江
永
久
年

ー
籾
五
百
石
宛
手
船
を
以
差
廻
上
籾
之
儀
願
出
猶
右
五
百
石
宛
八
ケ
年
分
四
千
石
操
越
納
之
儀
申

立
候
間
夫
し
伺
之
上
小
菅
御
納
屋
納
被
仰
付
品
し
奇
特
之
取
計
仕
候
二
付
為
御
褒
美
父
子
一
生
之

内
帯
刀
御
免
御
扶
持
方
三
人
扶
持
永
；
被
下
置
候
旨
旧
臓
廿
四
日
被
仰
渡
冥
加
至
極
難
有
奉
存
子

孫
―
―
至
リ
身
代
盛
衰
之
程
相
考
右
上
叙
不
束
之
儀
無
御
座
候
為
手
当
永
久
上
納
之
備
田
取
持
高
之

内
か
引
除
置
私
役
所
二
而
取
／
之
儀
申
出
是
叉
伺
之
上
願
之
通
被
仰
付
候
然
候
処
去
辰
年
之
儀
者

天
草
郡
村
ー
田
畑
不
作
ニ
テ
当
巳
春
―
―
至
り
窮
民
夫
食
二
差
支
及
難
渋
候
処
籾
千
石
施
之
儀
申
出

村
i

役
人
共
打
寄
窮
民
―
―
応
し
配
当
い
た
し
為
相
凌
猶
右
郡
中
永
久
窮
民
救
非
常
之
為
備
新
田
壱

ケ
処
郡
中
江
差
出
父
子
之
も
の
共
申
合
覗
増
奇
特
筋
取
計
仕
此
節
申
立
候
ハ
旧
誠
中
不
奉
存
寄
父

子
一
同
帯
刀
御
免
被
成
下
永
ー
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
置
候
段
誠
―
―
以
難
有
奉
蒙
被
仰
渡
を
冥

加
之
程
恐
入
罷
在
候
儀
―
ー
テ
同
人
身
上
柄
之
儀
右
郡
百
姓
之
内
一
一
而
者
相
応
ー
一
営
候
迄
―
―
而
都
会

住
居
仕
候
者
共
と
見
競
候
而
は
卿
之
身
元
―
―
御
座
候
得
共
曾
祖
父
平
兵
衛
以
来
代
t

申
継
―
―
而
窮

民
救
穀
専
―
―
心
掛
罷
在
候
儀
故
恐
多
儀
二
候
得
共
万
一
凶
年
等
打
続
非
常
之
御
救
被
仰
付
候
程
之

儀
御
座
候
節
者
同
人
身
分
相
応
之
御
用
途
被
仰
付
被
下
候
様
兼
テ
奉
願
置
度
旨
申
出
候
二
付
身
上

柄
之
程
得
と
相
糾
候
処
年
t

作
徊
米
麦
雑
穀
類
共
取
集
俵
数
壱
万
俵
内
外
之
像
者
取
入
其
外
富
岡

本

私
御
代
官
所

肥
後
国
天
草
郡
佐
伊
津
村

百

姓

石

本

平

同
人
枠石

勝

之

丞
兵

衛

候
間
郡
中
励
之
た
め
且
者
近
国
響
―
一
茂
相
成
候
間
可
相
成
御
儀
に
御
座
候
ハ
、
苗
字
帯
刀
御
免
被

仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
関
東
筋
―
―
而
者
苗
字
帯
刀
御
免
被
仰
付
候
振
合
茂
御
座
候
趣
承
知
仕

候
得
者
何
卒
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
郡
中
取
締
役
を
茂
申
付
度
奉
存
候
前
書
孝
心
奇
特
稀

成
も
の
二
御
座
候
間
何
分
通
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
願
候
巳
上

末

八

月

高

木

叉
肥
後
国
佐
伊
津
村
石
本
平
兵
衛
父
子
の
も
の
共
非
常
御
救
之
節
御
用
達
被
仰
付
度
縦
奉
願
候
書

（二六）
付

作

右

衛

門



石
本
家
は
平
兵
衛
勝
之
丞
父
子
が
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
三
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
居
屋

敷
の
年
貢
諸
役
を
免
じ
ら
れ
る
等
社
会
的
地
位
も
高
ま
り
財
力
も
叉
豊
を
加
え
て
居
た

時
、
意
外
な
災
厄
が
両
人
の
身
上
に
ふ
り
か
か
っ
た
，
そ
れ
は
前
に
挙
げ
た
両
人
の
入

（
二
七
）

獄
で
あ
る
。
天
草
近
代
年
譜
に
よ
れ
ば
共
の
経
過
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

天
保
十
三
年
十
一
月
高
島
秋
帆
が
外
人
と
私
か
に
交
際
し
た
こ
と
が
発
覚
し
て
検
挙

さ
れ
た
。
高
木
作
右
衛
門
の
女
が
秋
帆
の
妻
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
高
木
代
官
も
取
調
を

受
け
た
、
そ
の
際
代
官
役
所
納
戸
金
紛
失
の
件
が
表
沙
汰
と
な
り
、
そ
の
為
に
出
入
の

御
用
逹
石
本
平
兵
衛
勝
之
丞
父
子
に
も
嫌
疑
が
か
4
り
、
長
崎
奉
行
所
へ
呼
出
さ
れ
帯

刀
取
放
の
上
入
牢
仰
付
ら
る

Q

翌
天
保
十
四
年
三
月
高
島
秋
帆
は
江
戸
送
と
な
り
、
兼

々
入
牢
中
の
石
本
平
兵
衛
（
静
馬
）
勝
之
丞
父
子
も
藤
丸
籠
に
て
江
戸
送
と
な
っ
た
，

勝
之
丞
は
途
中
で
病
死
し
た
が
、
江
戸
着
後
十
月
八
日
に
そ
の
訃
を
公
表
し
た
。
父
子

江
戸
送
の
時
、
高
木
代
官
も
別
行
動
で
出
府
し
て
い
た
が
、
勝
之
丞
の
発
喪
は
天
草
富

岡
で
聞
き
私
か
に
黙
疇
し
た
。
石
本
父
子
取
紐
に
関
し
て
高
木
代
官
へ
も
差
控
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
弘
化
元
年
三
月
平
兵
衛
が
獄
中
に
死
ん
だ
、
行
年
五
十
七
オ
。
以
上
が
天
草

逝
代
年
譜
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
事
件
の
経
過
で
あ
る
，

然
る
に
石
本
家
の
文
書
の
中
に
天
保
十
三
寅
年
八
月
ョ
リ
辰
年
三
月
迄
、
出
府
中
記

録
、
（
朱
書
）
但
江
戸
出
立
後
井
富
岡
御
役
所
二
而
御
逹
筋
共
と
題
す
る
一
冊
の
日
記
が

九

御

赦

石

件

本

家

略

史

高

木

作

右

衛

門

私
領
勝
手
江
取
替
金
等
い
た
し
収
納
米
相
応
二
引
請
相
捌
等
申
立
之
通
御
用
途
之
節
は
金
式
万
両

内
外
之
御
用
度
被
仰
付
候
共
差
支
侯
身
上
柄
―
―
無
御
座
候
間
格
別
之
御
儀
を
以
兼
：
御
用
被
仰
付

候
身
分
二
被
仰
渡
横
右
申
上
候
当
巳
春
天
草
郡
村
；
江
多
分
之
籾
差
出
窮
民
相
救
其
上
右
郡
中
窮

民
永
久
救
之
俯
田
同
人
取
持
高
之
内
か
差
出
候
段
稀
成
奇
特
二
御
座
候
間
為
御
褒
美
永
：
帯
刀
御

免
之
上
同
人
居
屋
舗
高
七
石
六
斗
此
反
別
七
反
六
畝
歩
高
引
―
ー
テ
御
年
貢
諸
役
免
除
被
仰
付
被
下

候
＾
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
依
之
猶
又
此
段
奉
願
候
以
上

巳
六
月

あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
若
干
の
相
違
が
あ
る
，
以
下
出
府
中
記
録
に
よ
る
父
子
の
動
勢

を
辿
ろ
う
，

日
記
は
八
月
廿
三
日
に
始
ま
る
が
そ
の
前
に
七
月
十
三
日
富
岡
出
帆
、
中
国
東
海
道

を
経
由
し
て
八
月
廿
二
日
江
戸
着
高
木
作
右
衛
門
の
部
下
元
締
牛
島
東
一
郎
手
代
井
原

慎
吾
は
御
代
官
町
に
入
り
、
石
本
平
兵
衛
、
勝
之
丞
、
順
助
外
従
者
は
本
銀
町
三
丁
目

樋
口
屋
金
蔵
方
へ
投
宿
し
そ
の
旨
高
木
代
官
役
所
へ
届
出
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

Q

呼

出
さ
れ
た
の
は
平
兵
衛
（
御
隠
居
）
勝
之
丞
（
御
主
人
）
順
助
の
三
名
で
あ
る

Q

八
月

廿
三
日
平
兵
衛
順
助
は
町
奉
行
所
へ
呼
出
さ
れ
高
木
代
官
よ
り
宮
本
周
助
附
添
に
て
出

頭
し
た
と
こ
ろ
、
平
兵
衛
は
吟
味
中
入
牢
を
命
ぜ
ら
れ
順
助
は
追
て
沙
汰
あ
る
ま
で
宿

へ
差
控
居
る
よ
う
に
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
勝
之
丞
は
重
病
の
た
め
廿
六
日
ま
で
延
期
を
願

出
た

Q

平
兵
衛
の
取
調
は
廿
四
日
よ
り
始
ま
っ
た

Q

廿
七
日
に
勝
之
丞
呼
出
に
関
し
同

人
重
病
に
つ
き
佐
伊
津
村
年
寄
太
郎
右
衛
門
名
義
を
も
つ
て
憐
慾
の
沙
汰
を
歎
願
し

た
。
同
日
勝
之
丞
は
江
戸
宿
預
と
な
っ
た
。
廿
九
日
平
兵
衛
に
関
し
同
じ
く
太
郎
右
衛

門
名
義
を
以
て
歎
願
書
を
提
出
し
た
が
却
下
さ
れ
た
，
九
月
二
日
勝
之
丞
順
助
呼
出
さ

れ
、
盗
賊
一
件
に
つ
き
父
静
馬
こ
と
（
五
世
）
勝
之
丞
と
申
す
時
分
に
居
村
払
と
な
っ

て
御
領
村
か
ら
佐
伊
津
村
へ
引
移
っ
た
時
（
六
世
）
勝
之
丞
は
八
オ
で
あ
っ
た
が
伯
父

平
八
郎
が
家
事
を
取
計
っ
た
、尚
叉
赦
免
の
申
渡
も
病
身
故
一
寸
承
つ
た
の
み
と
答
え
、

順
助
は
御
赦
一
件
に
つ
い
て
静
馬
病
気
の
た
め
名
代
と
し
て
罷
出
で
長
崎
立
山
御
役
所

で
申
渡
を
御
請
申
上
げ
静
馬
へ
申
聞
か
し
た
旨
を
答
え
た
。
牢
内
の
平
兵
衛
へ
は
絶
え

ず
差
入
を
し
て
ゐ
る
。
九
月
十
六
日
勝
之
丞
重
態
に
陥
る
。
廿
日
廿
八
日
両
度
平
兵
衛

の
た
め
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。
十
月
一
日
い
よ
い
よ
勝
之
丞
が
衰
弱
し
た
の
で
二
日
そ

の
旨
町
奉
行
へ
届
出
た
。
三
日
更
に
平
兵
衛
に
つ
き
歎
願
す
る
所
が
あ
っ
た
。
十
月
八

日
勝
之
丞
死
亡
し
型
の
如
く
町
奉
行
宛
宿
主
金
蔵
、
五
人
組
、
勝
之
丞
差
添
人
太
郎
右

衛
門
よ
り
届
出
が
あ
っ
た

6

翌
九
日
浅
草
本
願
寺
内
聞
成
寺
に
葬
る
。
戒
名
釈
准
誓
信

1
0
六



い
る
。

石

本

家

略

史

士
。
石
本
平
兵
衛
は
依
然
と
し
て
牢
中
に
あ
っ
た
。
翌
天
保
十
四
年
卯
三
月
七
日
平
兵

衛
の
病
気
重
鉢
に
つ
ぎ
歎
願
書
を
提
田
し
た
。
同
月
十
三
日
平
兵
衛
は
揚
御
座
敷
へ
被

仰
付
候
事
と
な
り
、
二
十
日
に
は
養
生
す
べ
き
旨
仰
渡
さ
れ
た
と
あ
る
。
三
月
廿
八
日

平
兵
衛
は
牢
中
に
於
い
て
病
死
し
た
と
の
内
報
が
あ
り
翌
廿
九
日
死
骸
引
渡
を
願
出
て

（
二
八
）

（
卯
三
月
）
廿
八
日

一
御
隠
居
御
病
気
余
程
御
手
軍
被
相
成
趣
此
間
中
医
師
か
申
開
揚
御
座
敷
看
病
付
添
人
か
申
来

心
痛
罷
在
候
得
共
何
ら
手
之
出
方
無
之
時
々
刻
々
医
師
並
兼
而
通
音
致
候
も
の
共
方
へ
罷
越
御
容

鉢
相
伺
候
而
己
仕
方
無
之
候
処
醐
御
差
軍
之
様
子
二
付
誠
以
驚
入
候
得
共
表
立
何
分
披
露
出
来
不

申
医
師
井
通
音
の
も
の
も
御
事
切
之
儀
は
相
包
ミ
不
申
開
御
養
生
不
仕
不
可
―
―
付
表
面
向
承
知
仕

度
右
＝
一
而
は
表
向
御
慈
悲
願
差
出
候
ハ
バ
病
死
之
段
御
沙
汰
可
有
之
左
候
ハ
バ
御
死
骸
御
引
渡
之

（
マ
マ
）

義
可
相
願
申
廿
九
日
園
以
太
郎
右
衛
門
か
御
憐
慇
為
願
差
出
候
処
案
之
こ
と
く
病
死
之
段
御
沙

汰
候
間
死
骸
御
引
渡
願
左
之
通

（

中

略

）

右
之
通
害
付
差
出
申
上
候
処
願
之
通
静
馬
死
骸
其
方
共
へ
引
渡
造
罹
葬
式
等
取
行
ひ
候
儀
は
不
相

成
先
例
二
付
回
向
院
下
屋
敷
―
―
而
渡
二
相
成
牢
屋
敷
二
而
万
端
差
図
可
致
旨
被
仰
仰
御
掛
り
か
牢

屋
へ
御
文
通
御
座
候
＝
ー
付
直
様
牢
屋
へ
罷
出
引
取
之
義
申
立
候
処
回
向
院
下
屋
敷
―
―
不
及
直
＝
一
御

引
渡
相
成
裏
御
門
内
二
而
駕
寵
へ
御
移
申
候
事

か
く
て
平
兵
衛
を
火
葬
に
付
し
た
。
釈
准
明
信
士
。

四
月
二
日
石
本
勝
之
丞
召
仕
順
助
が
呼
出
さ
れ
て
白
洲
に
て
奉
行
目
附
立
会
に
て
吟

味
を
受
け
、
石
本
静
馬
が
勝
之
丞
と
称
し
た
時
分
、
盗
賊
一
件
に
つ
き
不
埒
の
俄
が
あ

っ
た
の
で
居
村
払
と
な
り
そ
の
赦
免
が
丑
年
（
天
保
十
三
年
）
に
言
渡
さ
れ
た
と
き
そ

の
名
代
と
し
て
長
崎
奉
行
所
で
申
渡
を
受
け
た
こ
と
に
間
違
は
な
い
か
と
い
う
点
と
静

馬
は
身
分
あ
る
者
で
あ
り
な
が
ら
平
百
姓
の
姿
で
赦
免
を
受
け
身
分
を
押
隠
し
て
い
る

の
を
知
り
な
が
ら
名
代
を
つ
と
め
た
理
由
の
二
点
を
尋
ね
ら
れ
た
。
順
助
は
之
に
対
し

て
前
々
か
ら
申
立
て
た
通
り
主
人
の
命
で
あ
る
か
ら
名
代
を
つ
と
め
た
こ
と
、
主
人
の

申

(
-
―

10) 
渡

と
を
申
立
て
た
。

-
0
七

高
木
作
右
衛
門
御
代
官
所

身
分
を
秘
匿
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
主
人
と
共
謀
の
事
実
は
な
い
と
答
え
た
。
尚

順
助
よ
り
石
本
勝
之
丞
も
静
馬
隠
居
の
時
以
来
御
領
村
か
ら
佐
伊
津
村
へ
移
転
し
た
こ

前
略

一
御
領
村
佐
伊
津
村
両
村
住
居
と
御
上
へ
思
召
有
之
候
＝
一
付
順
助
申
上
候
は
元
勝
之
丞
儀
御
領

杭
へ
居
候
得
共
静
馬
隠
居
時
以
来
勝
之
丞
則
佐
伊
津
へ
引
越
御
年
貢
諸
役
御
免
地
へ
住
居
罷
在
候

段
申
上
候
処
高
木
作
右
衛
門
か
父
子
両
村
へ
罷
在
段
申
立
居
二
付
今
更
勝
之
丞
儀
佐
伊
津
村
住
と

難
申
上
と
の
御
沙
汰

――
付
押
而
順
助
方
佐
伊
津
村
住
居
と
申
上
候
処
其
儀
是
非
と
申
出
―
一
お
ひ
て

〈
作
右
衛
門
江
戸
役
所
か
書
付
差
出
候
様
可
談
左
候
て
佐
伊
津
村
へ
書
直
し
可
申
上
と
の
御
沙
汰

付
御
代
官
御
役
所
へ
順
助
罷
出
右
之
趣
願
出
候
処
則
一
一
一
月
四
日
小
此
賀
慎
十
郎
様
方
右
書
付
御
持

参
御
奉
行
所
へ
御
差
出
二
相
成
候
―
―
付
以
来
御
主
人
様
―
―
も
御
隠
居
様
御
同
居
佐
伊
津
と
御
改
メ

相
成
候
事四

日

一
右
村
違
之
儀
御
代
官
か
佐
伊
津
村
住
居
無
相
違
段
被
申
出
候
二
付
以
来
佐
伊
津
住
＝
一
書
出
候

段
東
条
八
太
夫
様
か
御
沙
汰
相
成
候
事

八
月
廿
二
日
順
助
が
呼
出
さ
れ
て
口
書
を
読
み
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
口
書
は
平
兵
衛

勝
之
丞
の
申
立
と
一
紙
に
記
さ
れ
、
盗
賊
一
件
始
末
よ
り
平
兵
衛
出
府
以
来
の
こ
と
を

残
ら
ず
記
し
た
。

十
月
ま
で
勤
役
の
筈
の
町
奉
行
阿
部
伊
勢
守
が
転
役
の
た
め
十
月
よ
り
鍋
島
内
匠
が

奉
行
と
な
っ
た
。

十
二
月
二
日
先
に
浅
草
聞
成
寺
に
仮
埋
葬
し
た
勝
之
丞
を
改
め
て
火
葬
し
た
。

十
二
月
十
一
日
順
助
は
奉
行
所
に
て
奉
行
鍋
島
内
匠
、
目
附
坂
井
右
近
立
会
の
上
で
申

渡
を
う
け
た
。

（
二
九
）

（
四
月
二
日
）



一
石
本
静
馬
儀
御
領
村

――
住
居
罷
在
候
処
先
年
不
届
有
之
居
村
払
相
成
候
二
付
佐
伊
津
村
江

罷
越
候
処
筒
井
紀
伊
守
長
崎
奉
行
在
勤
之
節
郡
中
村
：
江
救
等
差
出
兼
し
極
老
之
母
江
孝
心
を
尽

し
候
二
付
右
孝
養
之
志
二
免
し
格
別
之
了
簡
を
以
居
村
江
立
入
候
儀
差
免
し
候
間
猶
相
慎
実
意
可

相
守
旨
同
人
差
図
之
趣
を
以
先
代
高
木
作
右
衛
門
申
渡
候
処
右
者
紀
伊
守
手
限
之
儀
―
―
而
全
母
介

抱
之
訳
を
以
居
村
江
罷
越
候
像
を
差
免
相
成
罪
科
御
赦
―
―
相
成
候
と
は
相
心
得
不
申
候

――
付
其
儘

佐
伊
津
村
二
罷
在
母
病
死
後
も
御
領
村
江
立
入
候
故
近
郷
之
者
共
＝
ー
お
ゐ
て
も
御
赦
―
―
相
成
候
様

心
得
候
迎
御
赦

――
相
成
候
鉢
―
一
仕
成
罷
在
候
処
御
年
貢
増
米
差
出
候
内
江
加
り
被
誉
置
候

――
付
追

t

心
得
方
相
弛
ミ
御
赦
―
―
相
成
候
同
様
之
儀
と
存
罷
在
御
代
官
か
申
付
候
用
向
は
勿
論
御
国
益
筋

等
出
精
致
御
褒
美
銀
頂
戴
又
は
帯
刀
御
免
御
扶
持
方
等
被
下
置
猶
御
販
立
相
成
御
勘
定
所
御
用
達

御
目
見
等
被
仰
付
候
後
病
身
二
付
御
用
達
御
免
相
願
悴
勝
之
丞
江
引
続
御
用
逹
被
仰
付
候
処
不
束

之
儀
有
之
御
用
達
取
放
御
扶
持
方
御
販
上
ヶ
相
成
侯
処
其
以
前
戸
川
播
磨
守
在
勤
中
肥
後
国
天
草

郡
御
領
村
勝
之
丞
儀
御
祝
儀
御
赦
―
―
付
此
度
御
免
被
仰
出
候
間
居
村
相
尋
可
差
出
旨
達
有
之
候
処

枠
勝
之
丞
儀
末
御
用
達
相
勤
静
馬
は
右
隠
居
之
身
分

――
而
作
右
衛
門
支
配
を
離
候
儀
＝
ー
付
差
出
方

之
儀
同
人
力
尋
方
有
之
候
処
右
肱
追
；
結
構
被
仰
付
今
更
当
時
之
身
分
二
而
御
赦
申
渡
請
候
而
は

石

本

家

略

史

年

寄

差
添
人

右
宿

本
銀
町
三
丁
目

家
主
金
蔵
煩
二
付
代

周

太

郎

右
順

肥
後
国
天
草
郡
佐
伊
津
村

石
本
勝
之
丞
召
仕

次

衛

門

順

助

其
方
儀
主
人
勝
之
丞
父
平
兵
衛
事
石
本
静
馬
儀
先
年
不
届
有
之
居
村
払
相
成
候
処
孝
心
奇
特
之

故
を
以
居
村
立
入
之
儀
長
崎
御
代
官
所
二
而
申
渡
有
之
候
茂
其
儀
者
不
存
追
＼
御
販
立
相
成
候
後

御
勘
定
所
御
用
達
御
免
相
願
枠
勝
之
丞
倣
御
用
達
勤
中
御
領
村
勝
之
丞
名
前
を
以
御
祝
儀
之
御
赦

ニ
相
成
候
囮
静
馬
儀
今
更
当
時
之
身
分
二
而
御
赦
申
渡
請
候
而
は
是
迄
御
咎
中
之
身
分
を
以
蒙
御

取
立
候
訳
二
至
リ
候
聞
元
姿
百
姓
並
之
御
販
扱
二
而
代
人
江
御
赦
被
仰
付
候
様
致
度
旨
之
歎
願
書

差
出
候
様
静
馬
申
付
を
如
何
之
俵
と
は
乍
心
付
主
命
難
獣
止
候
辿
右
願
書
差
出
候
処
聞
済
有
之
御

赦
申
渡
請
候
段
主
人
申
付
と
は
乍
申
右
始
末
不
埓
二
付
急
度
叱
リ
置

天

保

十

四

如

年

十

二

月

十

一

日

右

助

申

作
右
衛
門
も
叉
十
二
月
二
十
七
日
差
控
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

立
会
つ
て
い
る
。

平

是
迄
御
咎
中
之
身
分
を
以
蒙
御
取
立
候
訳
二
至
候
間
元
姿
百
姓
並
之
収
扱
―
―
而
代
人
江
御
赦
被
仰

付
候
様
致
度
旨
作
右
衛
門
え
召
使
順
助
を
以
歎
願
書
差
出
御
赦
申
渡
受
侯
段
素
居
村
立
入
を
差
免

ニ
相
成
候
而
己
＝
―
而
罪
科
御
赦

――
不
相
成
儀
と
心
得
罷
在
候
上
は
右
始
末
掠
公
儀
候
致
方
不
届
―
-

付
存
命
＝
一
候
得
は
中
追
放
可
申
付
処
病
死
致
候
間
其
9

日
可
存

右
申
渡
趣
証
文
申
付
候

高
木
作
右
衛
門
手
代

斎

膝

順

右
者
阿
部
伊
勢
守
殿
依
御
差
図
申
渡
候
間
其
旨
可
存
作
右
衛
門
江
も
其
旨
可
申
聞

右
の
申
渡
は
町
奉
行
鍋
島
内
匠
が
番
所
に
於
い
て
申
渡
し
そ
の
際
目
附
坂
井
右
近
が

同
日
前
長
崎
奉
行
寄
合
筒
井
紀
伊
守
は
、
居
村
払
に
な
っ
た
静
馬
に
鉦
臨
終
の
際
特

に
一
時
立
入
を
差
許
す
べ
き
所
を
誤
つ
て
代
官
故
高
木
作
右
衛
門
が
元
居
村
立
入
を
差

免
し
た
こ
と
に
つ
い
て
指
示
不
充
分
な
り
し
点
と
赦
免
申
渡
の
時
身
分
も
調
査
し
な
い

で
指
図
し
た
点
と
で
責
任
を
問
わ
れ
て
差
控
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
亡
父
に
連
座
し
て
高
木

(＝＝一）渡

寄
合筒

井

紀

伊

守

代

源

尾

小

源

太

其
方
儀
長
崎
奉
行
在
勤
中
元
肥
後
国
天
草
郡
御
領
村
勝
之
丞
事
当
時
静
馬
儀
不
届
有
之
居
村
払
―
―

相
成
候
後
同
郡
佐
伊
津
村
江
引
越
罷
在
母
大
病
之
処
居
村
立
入
難
相
成
儀
ヲ
悲
歎
致
罷
在
一
鉢
孝

心
奇
特
者
ゆ
へ
母
之
臨
終
二
為
蓬
遣
し
度
由
同
郡
御
代
官
故
高
木
作
右
衛
門
申
聞
似
寄
之
儀
も
相

見
候
迎
母
子
之
惰
難
獣
止
骸
と
存
同
人
申
聞
二
泥
ミ
居
村
払
二
相
成
候
も
の
ヲ
臨
終
之
対
面
一
時

之
儀
は
苦
ヶ
間
敷
倣
と
承
届
候
故
故
作
右
衛
門
趣
旨
引
違
元
居
村
へ
立
入
之
儀
差
免
申
渡
其
以
来

度
t

立
入
候
儀
ヲ
も
不
存
罷
在
其
上
長
崎
奉
行
土
方
出
雲
守
高
橋
越
前
守
等
え
御
仕
置
相
成
候
儀

且
居
村
立
入
差
免
し
候
儀
者
故
作
右
衛
門

Ii更
―
―
不
申
立
却
而
静
馬
像
品
t

奇
特
之
取
計
有
之
趣

申
立
候
二
付
長
崎
奉
行
は
勿
論
御
勘
定
奉
行
共
右
之
像
は
不
心
附
御
褒
美
之
儀
申
立
追
t

御
取
立

之
上
父
子
共
御
勘
定
所
御
用
達
御
目
見
へ
を
も
被
仰
付
候
次
第
二
至
候
段
早
覚
疎
淵
之
申
渡

-
0
八



石

本

家

略

史

か
事
起
候
儀
殊
二
結
構
被
仰
付
侯
趣
乍
承
其
醐
静
馬
元
身
分
之
儀
存
出
も
不
致
差
置
候
儀
不
届
之

至
二
候
例
之
差
控
被
仰
村
候
也

右
者
於
大
岡
主
膳
正
様
御
宅
御
目
付
久
沢
参
吉
郎
左
衛
門
御
立
会
被
仰
渡

（
三
二
）

長
崎

御
代
官

一
高
木
作
右
衛
門

右
之
も
の
亡
父
作
右
衛
門
御
代
官
勤
中
元
肥
後
国
天
草
郡
御
領
村
勝
之
丞
事
当
時
静
馬
儀
居
村
払

相
成
候
処
母
江
孝
心
之
故
を
以
御
赦
之
儀
且
母
大
病
之
処
居
村
江
立
入
難
儀
を
悲
願
い
た
し
罷
在

侯
旨
与
其
節
之
長
崎
奉
行
箇
井
紀
伊
守
江
申
立
同
人
儀
一
時
母
江
之
対
面
承
届
候
を
故
作
右
衛
門

儀
趣
意
別
違
え
居
村
江
立
入
之
儀
差
免
候
趣
申
渡
其
上
長
崎
奉
行
土
方
出
雲
守
高
橋
越
前
守
等
江

右
御
仕
置
相
成
候
儀
且
居
村
江
立
入
等
之
儀
者
故
作
右
衛
門
更

――
不
申
立
却
而
静
馬
儀
品
々
奇
特

之
取
計
有
之
趣
申
立
候
二
付
長
崎
奉
行
ハ
勿
論
御
勘
定
奉
行
と
も
右
之
儀

――
ハ
不
心
付
御
褒
美
之

儀
申
立
追
々
御
取
立
之
上
父
子
共
御
勘
定
所
御
用
達
御
目
見
を
も
被
仰
付
候
次
第
二
至
リ
候
段

紀
伊
守
疎
瀾
之
申
渡
か
事
起
リ
故
作
右
衛
門
申
立
も
如
何

――
相
聞
候
得
共
右
者
亡
父
之
取
計

――付

最
初
之
儀
ハ
初
発
之
書
上
振

――
泥
ミ
御
仕
置
相
成
候
儀
且
居
村
立
入
之
像
等
ハ
長
崎
奉
行
所
二
お

ゐ
て
相
分
居
候
倣
二
可
有
之
与
相
察
不
心
付
罷
在
候
段
不
行
届
儀
殊
二
静
馬
儀
御
祝
儀
之
御
赦
被

仰
付
候
旨
其
節
之
在
勤
戸
川
播
磨
守
か
相
達
候
節
静
馬
悴
石
本
勝
之
丞
儀
御
勘
定
所
御
用
達
相

勤
静
馬
ハ
隠
居
い
た
し
罷
在
両
人
と
も
此
も
の
支
配
を
離
＞
候
身
分
―
―
付
奉
行
所
江
差
出
方
之
儀

静
馬
江
相
尋
候
処
御
咎
御
免
之
身
分
与
心
得
罷
在
候
を
今
般
御
赦
被
仰
付
候
而
ハ
是
迄
御
咎
中

追
々
御
取
立
―
―
相
成
侯
次
第
一
一
罷
在
候
―
―
付
元
姿
百
姓
並
之
振
合
を
以
御
赦
申
渡
請
度
旨
歎
願
い

た
し
候
辿
白
地
二
申
立
候
ハ
、
不
容
易
儀
与
閲
酌
い
た
し
静
馬
歎
願
之
趣
を
以
御
赦
申
渡
為
相
済

候
段
右
二
付
礼
物
等
受
用
い
た
し
候
儀
者
無
之
候
と
も
如
何
之
取
計
不
束
之
至

――
候
依
之
差
拍
被

仰
付
候
也

石
本
平
兵
衛
勝
之
丞
父
子
に
関
す
る
限
り
は
こ
れ
で
一
応
落
着
し
た
。
し
か
し
こ
の

事
件
を
境
と
し
て
石
本
家
の
家
運
は
傾
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
先
に
文
化
十
三
子
年
御

領
村
（
六
冊
）
石
本
勝
之
丞
願
主
と
な
り
大
浦
楠
甫
西
村
地
先
字
大
楠
干
潟
が
切
新
田

開
発
の
工
事
を
起
し
、
そ
の
後
そ
の
子
周
吉
引
続
ぎ
続
行
し
た
が
成
功
せ
ず
出
費
に
堪

含
四
）

え
ず
し
て
嘉
永
元
年
十
二
月
工
事
中
止
を
願
出
で
放
棄
し
た
。

1
0
九

前
述
の
通
り
初
代
以
来
石
本
家
の
家
運
は
上
昇
を
続
け
た
が
、
全
盛
期
と
も
し
う
べ

き
六
世
勝
之
丞
の
時
に
父
平
兵
衛
共
に
江
戸
へ
送
ら
れ
両
人
共
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た
。

石
本
家
の
全
盛
期
に
こ
の
悲
劇
が
起
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
私
は
何
だ

か
割
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
石
本
家
に
は
密
貿
易
の
た
め
処
罰
さ
れ
た
と
の
言
伝

(-=
＝_-
)
 

が
あ
る
由
で
あ
る
が
そ
れ
は
右
の
事
件
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

津
移
転
に
関
わ
る
盗
難
一
件
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
叉
第
三
の
事
件
で
あ
ろ
う

石
本
家
は
前
述
の
如
く
長
崎
の
町
人
の
出
で
、
天
草
御
領
村
に
移
住
し
て
百
姓
と
な

っ
た
。
し
か
し
二
世
治
兵
衛
は
御
領
村
野
口
平
左
衛
門
の
長
男
で
第
一
世
治
兵
衛
の
養

嗣
子
と
な
っ
た
が
、
そ
の
妻
は
天
草
郡
一
町
田
村
大
庄
屋
野
田
談
右
衛
門
女
で
あ
り
、

四
世
勝
之
丞
の
妻
は
御
領
村
大
庄
屋
中
村
天
錫
長
女
で
あ
り
共
の
他
通
婚
の
範
囲
は
比

較
的
上
層
階
級
で
あ
る
。
石
本
家
の
社
会
的
地
位
を
う
か
が
う
に
足
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
石
本
家
の
本
家
に
関
し
て
極
め
て
大
雑
把
な
概
観
を
試
み
た
訳
で
あ
る
が
分
家

に
関
し
て
は
、
差
当
り
唯
簡
単
に
略
記
す
れ
ば
次
の
適
り
で
あ
る
。

文
化
七
庚
年
正
月
四
世
勝
之
丞
二
男
平
八
郎
が
分
家
し
た
。
文
化
十
四
丑
年
八
月
五

冊
石
本
勝
之
丞
よ
り
土
地
分
与
さ
る
。
文
政
十
一
子
年
三
月
天
草
郡
今
泉
村
庄
屋
株
式

を
銭
弐
百
貫
目
を
以
て
宗
家
五
批
勝
之
丞
が
購
入
し
、
実
子
石
本
求
麻
八
義
明
を
以
て

庄
屋
役
勤
務
せ
し
め
た
。
天
保
十
四
知
年
二
月
、
右
株
式
を
銭
弐
百
五
拾
貫
目
に
て
宮

地
岳
村
中
西
へ
売
渡
し
庄
屋
役
を
辞
職
し
た
。
天
保
十
六
巳
年
正
月
求
麻
八
は
分
家
を

相
続
し
平
八
郎
と
改
称
し
た
。
二
世
平
八
郎
は
明
治
二
十
年
に
没
し
た
。

以
上
石
本
家
の
略
歴
に
つ
い
て
概
観
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
完
全
な
も

の
で
は
な
く
多
く
の
誤
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
御
教
示
を
得
て
後
日
誤
を
正
し
度
い
と
思

か
• 0 

1
0
む

す

び

I
-

叉
は
、

佐
伊



，

 

石
本
家
と
寛
政
八
年
の

う。

終
り
に
多
大
の
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
石
本
家
並
び
に
松
田
唯
雄
氏
に
対
し
て
こ
の

註一

九
州
文
化
史
研
究
所
蔵、
石
本
家
文
書
（
以
下、
石
本
家
文
害
と
し
て
引
用
す
る）。

二

松
田
唯
雄
著、
天
草
近
代
年
諮
（
以
下、
近
代
年
諮
と
引
用
す
る）
一
八
七
頁。

-

1一

近
代
年
諮

二
三
五
頁
以
下°

'

四

同

上

二
四
0
頁。

五

同

上

三
四
六
頁。
高
木
代
官
預
所
と
な
っ
た
の
は
文
化
十
年
二
月
で
あ
っ
た。

六

同

上

二
九
二
頁。

七

同

上

四一
九
真、
四一―1
0
頁。
後
述
石
本
家
文
書
（
写）。
原
本
石
本
家
蔵。

八

近
代
年
譜
は
四
月
四
日
と
記
す。
（
四一―1
0
頁）

九

近
代
年
請

四
六
二
頁。
四
六
六
頁。

1
0

同

上

四
六
六
頁。

―
一

石
本
家
文
害
（
写）。
原
本
石
本
家
蔵。

―
――

近
代
年
諮
――]
三
七
頁、
三
六
五
頁、
四
六
八
頁
以
下。

―
―――

同

上

三
五
二
頁
以
下。

一
四

同

上
――一
六
六
頁、
三
六
八
頁。

一
五

石
本
家
文
雷
（
写）、
原
本
石
本
家
蔵、
相
良
藩
に
つ
い
て
は
米、
苧、
木
材
を
阪
扱
っ

た
よ
う
で
あ
る。

一
六

石
本
家
文
嚇
（
写）。
原
本
は
石
本
家
蔵。

一
七

近
代
年
請

四一
六
頁、
四一
九
頁。
石
本
家
蔵
文
書
に
よ
れ
ば
正
月
十
三
日
申
渡
で
あ
る。

一
八

同

上

三
九
九
頁、
四
0
二
頁。

目

次

一
、
「
百
姓
相
続
方
仕
法」
の
発
布
と
そ
の
概
観

二、
仕
法
発
布
時
に
於
サ
る
土
地
集
積、
並
び
に
貸
附
銀
の
状
況

――-、
棄

捐

四、
仕
法
発
布
後
に
於
け
る
土
地
所
有
状
況

機
会
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る。

石
本
家
と
究
政
八
年
の
「
百
姓
相
類
力
仕
法」

「
百
姓
相
続
方
仕
法
」

一
九

石
本
家
文
曹、
出
府
中
記
録、
天
保
十
三
年
九
月
二
日
の
項
に
：・・
御
主
人
様
へ
は
先
年

盗
賊一
件
二
付
父
静
馬
事
勝
之
丞
と
申
時
分
居
村
払
被
仰
付
侯
節
は
其
方
八
オ
ニ
相
成
候
由

御
領
村
支
配
何
某
い
た
し
候
哉
段
御
尋――
付
伯
父
平
八
郎
家
事
取
計
居
候
段
被
上・・・・
と
あ

る。
後
述一
〇
六
頁
参
照。

二
0

石
本
家
文
書
（
写）
原
本
は
石
本
家
蔵。

．

1
 

l

―

同

上
（
写）
原
本
は
石
本
家
蔵。

1
 

l
 

1一

同
上
（
写）
原
本
は
石
本
家
蔵。

ニ―――

同
上
（
写）
原
本
は
石
本
家
蔵。

ニ
四

同

上。

1一
五

同

上。

二
六

同

上。

二
七

近
代
年
譜

四
六
六
頁、
四
七
0
頁、
四
七
五
頁、
四
七
六
頁、
四
八
一
頁

ニ
八

石
本
家
文
輯
出
府
中
記
録

二
九

同

上。

――1
0

こ
の
申
渡
は
出
府
中
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
外
に
石
本
家
文
書
中
に
申
渡
の
写
が
あ

る。
後
者
に
よ
る。

―――
―

石
本
家
文
書
出
府
中
記
録。

三
二

九
州
大
学
法
学
部
所
蔵、
天
保
十
四
年
（
長
崎）
犯
科
帳
伊
沢
美
作
守
在
勤、
原
本
は
長

崎
図
害
館
所
蔵。

――――――

判
事
吉
田
信
孝
●
談。
松
田
唯
雄
氏
も
密
貿
易
の
発
覚
が
こ
の
事
件
の
哀
因
で
は
な
い
か

と
の
疑
を
持
つ
て
居
ら
れ
る。

三
四

近
代
年
請

五
一
四
頁。

五、
仕
法
発
布
後
に
於
け
る
貸
附
銀
の
状
況

六、
む

す

び

·
贔

近
枇
後
半
期、
天
草
で
は
再
三
「
百
姓
相
続
方
仕
法」
な
る、
極
め
て
興
昧
あ
る
決
Xfl

御
-
l、

苔，
合
が
実
施

ノ片
仕
法」
と
銀
主

さ
れ
た。
本
稿
は
石
本
家
の
研
究
の
一
環
と
し
て、
寛
政
八
年
の
「
百
姓
相
糀
fi1lJ

石
本
家
と
の
関
係
に
就
い
て
の
研
究
で
あ
る。

服

藤 ―
1

0
 

弘

司




